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滬
杭
甬
鉄
道
借
款
契
約
の
実
効
性
を
巡
る
イ
ギ
リ
ス
と
地
方
の
関
係

│
│
地
方
有
力
者
層
の
対
立
・
協
力
が
中
英
間
外
交
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
一
事
例
に
つ
い
て
│
│

佐

野

実

は
じ
め
に

上
海
―
杭
州
―
寧
波
間
鉄
道
こ
と
滬
杭
甬
鉄
道
は
、
清
末
期
に

建
設
・
経
営
さ
れ
た
諸
線
の
う
ち
江
南
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て

著
名
で
あ
る
。
滬
杭
甬
鉄
道
の
建
設
計
画
は
、
一
八
九
五
年
に
両

江
総
督
代
理
で
あ
っ
た
張
之
洞
が
借
款
に
よ
る
鉄
道
建
設
を
推
進

し
た
際
に
提
起
さ
れ
、
一
八
九
八
年
一
〇
月
一
五
日
に
盛
宣
懐
と

ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
・
マ
セ
ソ
ン
商
会
の
間
で
借
款
の
仮
契
約
が
結
ば

れ
た
（
１
）
。
一
八
八
〇
年
代
以
降
の
イ
ギ
リ
ス
の
対
中
積
極
策
の
一
環

と
し
て
、
自
国
の
影
響
力
が
強
い
長
江
下
流
域
に
お
け
る
鉄
道
建

設
と
そ
れ
を
可
能
に
す
る
借
款
契
約
の
締
結
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
と

っ
て
極
め
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
（
２
）
。

こ
れ
に
対
し
て
、
浙
江
・
江
蘇
両
省
の
地
方
有
力
者
は
、
鉄
道

利
権
回
収
運
動
の
一
つ
と
し
て
滬
杭
甬
鉄
道
を
民
間
独
力
で
建
設

す
る
こ
と
（
自
�
建
設
）
を
清
朝
政
府
に
請
願
し
た
。
清
朝
が
こ

れ
を
許
可
し
た
た
め
、
一
九
〇
六
年
ご
ろ
か
ら
自
�
建
設
運
動
が

活
発
化
し
た
。
運
動
は
、
現
地
の
有
力
者
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た

浙
江
鉄
路
公
司
と
江
蘇
鉄
路
公
司
が
主
体
と
な
っ
て
進
め
ら
れ
た
（
３
）
。

し
か
し
、
両
公
司
は
全
線
を
竣
工
す
る
の
に
十
分
な
資
本
、
技

術
、
資
材
等
を
確
保
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
知
っ

た
清
朝
政
府
は
、
一
九
〇
七
年
一
〇
月
二
〇
日
に
滬
杭
甬
鉄
道
の

建
設
方
針
を
、
再
び
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
借
款
と
技
術
の
導
入
を
前

提
と
す
る
も
の
に
改
め
た
（
４
）
。

両
省
の
地
方
有
力
者
は
次
の
二
つ
の
動
機
か
ら
自
�
建
設
の
続

行
を
主
張
し
、
清
朝
政
府
の
決
定
に
反
対
し
た
。
一
つ
は
、
利
権

回
収
運
動
の
潮
流
を
背
景
に
清
朝
中
央
政
府
に
対
す
る
政
治
的
発

言
力
を
高
め
地
方
自
治
の
傾
向
を
強
め
る
た
め
で
あ
る
。
も
う
一

つ
は
、
借
款
の
担
保
が
両
省
の
税
収
と
さ
れ
て
い
た
の
で
、
こ
れ

滬
杭
甬
鉄
道
借
款
契
約
の
実
効
性
を
巡
る
イ
ギ
リ
ス
と
地
方
の
関
係
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を
回
避
す
る
た
め
で
あ
る
（
５
）
。

現
地
の
政
治
と
経
済
の
両
面
か
ら
な
る
抵
抗
に
対
し
て
、
清
朝

政
府
は
「
部
借
部
還
」
と
い
う
そ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
借
款
の
導

入
形
態
を
提
起
す
る
こ
と
で
、
経
済
面
か
ら
の
抵
抗
を
回
避
し
た
。

「
部
借
部
還
」
と
は
、
清
朝
政
府
の
う
ち
鉄
道
行
政
を
つ
か
さ
ど

る
官
庁
で
あ
っ
た
郵
伝
部
が
イ
ギ
リ
ス
か
ら
借
款
を
借
り
入
れ
、

そ
れ
を
浙
江
・
江
蘇
の
両
鉄
路
公
司
に
転
貸
し
、
返
済
責
任
は
す

べ
て
郵
伝
部
が
負
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。「
部
借
部
還
」
の

発
案
に
よ
っ
て
、
借
款
導
入
に
対
す
る
経
済
面
か
ら
の
抵
抗
は
反

英
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
決
行
寸
前
に
ま
で
達
し
て
い
た
不
穏
な
状
況
か

ら
一
変
し
、
清
朝
政
府
の
意
向
に
従
い
借
款
の
導
入
を
肯
定
的
に

捉
え
る
も
の
と
な
っ
た
。

ま
た
、
当
時
清
朝
政
府
は
ド
イ
ツ
と
の
間
で
津
浦
鉄
道
借
款
契

約
を
交
渉
中
で
あ
り
、
こ
れ
と
滬
杭
甬
鉄
道
借
款
契
約
は
先
に
締

結
さ
れ
た
方
の
内
容
を
模
範
と
し
て
後
者
を
締
結
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
と
ド
イ
ツ
は
協
調
関
係
を
築
か
ず
、
長
江

下
流
域
に
お
け
る
鉄
道
利
権
を
よ
り
多
く
獲
得
す
る
べ
く
、
互
い

に
相
手
よ
り
も
早
く
借
款
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
競
合
し
て
い
た
。

こ
う
し
た
英
独
間
の
争
い
を
背
景
に
、
清
朝
政
府
は
イ
ギ
リ
ス
に

対
し
て
、
契
約
内
容
を
譲
歩
し
な
け
れ
ば
津
浦
契
約
を
先
に
締
結

す
る
と
迫
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
イ
ギ
リ
ス
公
使
ジ
ョ
ル
ダ
ン
（
一

八
五
二
―
一
九
二
五
）
は
、
鉄
道
の
管
理
権
や
人
事
権
を
中
心
に

従
来
の
鉄
道
借
款
契
約
よ
り
も
は
る
か
に
清
朝
政
府
に
有
利
な
条

件
を
認
め
る
こ
と
と
な
っ
た
（
６
）
。

ジ
ョ
ル
ダ
ン
か
ら
譲
歩
を
引
き
出
し
た
清
朝
政
府
は
、
一
九
〇

八
年
三
月
六
日
に
滬
杭
甬
鉄
道
借
款
契
約
を
締
結
し
た
。
滬
杭
甬

鉄
道
借
款
契
約
は
、
民
間
の
資
本
と
技
術
に
依
拠
し
た
自
�
建
設

か
ら
外
来
の
そ
れ
ら
の
導
入
を
積
極
的
に
受
容
し
た
官
�
建
設
へ

と
鉄
道
政
策
の
方
針
を
転
換
さ
せ
た
最
初
期
の
事
例
と
し
て
、
ま

た
一
九
一
一
年
の
鉄
道
国
有
化
に
至
る
中
央
集
権
的
な
交
通
イ
ン

フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
整
備
の
先
駆
と
し
て
、
そ
の
歴
史
的
重
要

性
を
高
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
方
針
転
換
後
の
鉄
道
政

策
は
実
効
性
を
有
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
仮
に
実
効
性
が
低
く

契
約
が
忠
実
に
履
行
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
清
朝
政

府
の
鉄
道
政
策
は
、
滬
杭
甬
鉄
道
借
款
契
約
に
よ
っ
て
理
念
上
で

は
清
朝
政
府
に
と
っ
て
合
理
的
な
も
の
へ
と
改
善
さ
れ
た
が
、
現

実
的
に
有
効
な
も
の
と
は
限
ら
な
か
っ
た
と
理
解
出
来
る
。
本
稿

の
問
題
関
心
は
こ
こ
に
在
る
。

で
は
、
清
末
期
の
鉄
道
政
策
全
体
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
研

究
で
は
ど
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
な
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
当
時
の
借
款
の
是
非
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
考
察
し
た
も

の
を
中
心
に
整
理
す
る
と
、
次
の
三
つ
の
テ
ー
マ
を
扱
っ
た
も
の

史

学

第
七
八
巻

第
四
号

二
（
三
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四
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が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
一
に
、
利
権
回
収
運
動
を
考
察
対

象
と
し
、
鉄
道
政
策
に
つ
い
て
近
代
中
国
に
お
け
る
中
央
地
方
間

関
係
史
の
視
点
か
ら
論
じ
た
も
の
で
あ
る
（
７
）
。
第
二
に
、
列
強
と
の

借
款
交
渉
に
着
目
し
、
外
交
史
の
視
点
か
ら
清
末
期
の
鉄
道
政
策

に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
（
８
）
。
第
三
に
、
鉄
道
国
有
化
に
焦
点

を
当
て
て
、
政
治
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
鉄
道
政
策
を
議
論
し
た

も
の
で
あ
る
（
９
）
。

こ
の
三
つ
の
テ
ー
マ
は
そ
れ
ぞ
れ
清
朝
中
央
政
府
と
地
方
有
力

者
、
ま
た
は
清
朝
中
央
政
府
と
列
強
の
関
係
を
中
心
に
議
論
し
た

も
の
で
あ
り
、
列
強
と
地
方
有
力
者
の
関
係
に
つ
い
て
議
論
し
た

研
究
は
未
だ
十
分
と
は
言
い
難
い
（
１０
）
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
現
地
に

お
け
る
地
方
有
力
者
の
動
向
が
列
強
の
対
中
交
渉
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
、
欠
落
し
た
三
者

間
の
関
係
の
一
辺
を
補
う
こ
と
を
試
み
た
い
。

ま
た
、
第
一
、
二
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
の
多
く
は
、

借
款
契
約
が
締
結
さ
れ
た
時
点
を
も
っ
て
議
論
を
終
わ
ら
せ
て
い

る
。
こ
の
傾
向
は
、
利
権
回
収
運
動
と
借
款
契
約
交
渉
が
、
ど
ち

ら
も
契
約
の
締
結
が
運
動
の
失
敗
又
は
交
渉
の
終
結
を
意
味
し
て

い
る
こ
と
か
ら
生
じ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
方
で
、
筆
者

は
契
約
締
結
後
の
様
相
に
も
留
意
し
た
い
と
も
考
え
る
。
な
ぜ
な

ら
ば
、
筆
者
が
扱
っ
た
滬
杭
甬
鉄
道
の
事
例
で
は
、
借
款
契
約
の

締
結
に
よ
っ
て
締
結
以
前
に
生
じ
て
い
た
問
題
が
全
て
解
決
し
て

は
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
最
た
る
も
の
が
、
借
款
の
導
入
形

態
が
「
部
借
部
還
」
と
な
っ
て
も
契
約
の
締
結
を
受
け
入
れ
ず
政

治
面
か
ら
清
朝
に
抵
抗
し
て
い
た
、
浙
江
鉄
路
公
司
総
理
の
湯
寿

潜
（
一
八
五
六
―
一
九
一
七
）
を
代
表
と
す
る
地
方
有
力
者
た
ち

の
存
在
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
彼
ら
を
「
後
期
自
�
建
設
派
」
と

呼
び
た
い
。

「
後
期
自
�
建
設
派
」
は
あ
く
ま
で
契
約
の
履
行
に
抵
抗
し
続

け
た
。
こ
れ
に
対
し
て
中
英
両
国
が
ど
の
よ
う
な
措
置
を
採
っ
た

の
か
に
つ
い
て
、
本
稿
は
、
滬
杭
甬
鉄
道
の
借
款
契
約
が
締
結
さ

れ
た
一
九
〇
八
年
三
月
六
日
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
が
契
約
の

履
行
が
困
難
で
あ
る
た
め
に
清
朝
と
の
協
力
を
断
念
し
た
一
九
一

〇
年
一
一
月
三
日
ま
で
を
時
期
区
分
と
し
て
考
察
す
る
。
こ
の
お

よ
そ
二
年
八
ヵ
月
の
期
間
を
本
稿
は
二
段
階
に
分
け
て
論
じ
る
。

先
ず
、
契
約
締
結
直
後
の
状
況
に
つ
い
て
述
べ
る
。
そ
こ
で
は

「
後
期
自
�
建
設
派
」
が
、
周
金
箴
や
李
厚
裕
と
い
っ
た
上
海
商

務
総
会
に
属
す
る
地
方
有
力
者
と
政
治
的
に
対
立
し
た
様
子
が
見

て
取
れ
る
だ
ろ
う
。
次
に
、
契
約
の
履
行
を
め
ぐ
る
中
英
両
国
と

「
後
期
自
�
建
設
派
」
の
対
立
を
観
察
し
、
清
末
期
中
国
に
お
け

る
政
府
間
決
定
が
地
方
に
対
し
て
十
分
な
強
制
力
を
有
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
を
検
証
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
清
末
期
の
鉄
道
借
款

滬
杭
甬
鉄
道
借
款
契
約
の
実
効
性
を
巡
る
イ
ギ
リ
ス
と
地
方
の
関
係

三
（
三
八
五
）



契
約
が
有
し
て
い
た
実
効
性
の
低
さ
と
、
地
方
有
力
者
の
動
向
が

中
英
両
国
の
外
交
姿
勢
に
及
ぼ
す
影
響
力
の
大
き
さ
が
理
解
出
来

る
は
ず
で
あ
る
。

最
後
に
、
本
稿
が
使
用
す
る
史
料
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。
本

稿
は
、
従
来
の
清
末
鉄
道
史
研
究
が
用
い
て
き
た
史
料
を
多
く
踏

襲
し
て
い
る
。
主
な
も
の
で
は
、
上
海
を
拠
点
と
し
て
い
た
当
時

の
有
力
紙
の
一
つ
で
あ
る
『
申
報
』
や
、
滬
杭
甬
鉄
道
の
借
款
契

約
に
つ
い
て
そ
の
初
期
か
ら
関
わ
っ
て
い
た
盛
宣
懐
に
ま
つ
わ
る

記
録
を
集
め
た
『
愚
斎
存
稿
』、
近
代
中
国
鉄
道
史
研
究
の
基
本

的
な
史
料
を
編
纂
し
た
『
中
国
近
代
鉄
路
史
資
料：

一
八
六
三

―
一
九
一
一
』
等
で
あ
る
。
本
稿
で
は
上
掲
の
諸
史
料
に
加
え
て
、

B
ritish

F
oreign

O
ffice

R
ecords （

１１
）
及
び
『
日
本
外
務
省
外
交
史
料

館
所
蔵
外
務
省
記
録
（
１２
）
』
を
使
用
す
る
。
こ
れ
ら
列
強
側
の
外
交
文

書
、
特
にB

ritish
F
oreign

O
ffice

R
ecords

は
、
従
来
欧
米
圏

の
研
究
者
が
外
交
史
研
究
の
史
料
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
多
か
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
筆
者
は
外
交
文
書
に
大
量
に
残
さ
れ
て
い

る
地
方
有
力
者
の
動
向
に
関
す
る
領
事
報
告
か
ら
、
彼
ら
が
イ
ギ

リ
ス
外
務
省
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
た
の
か
を
検
討
す

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
多
く
の
清
末
鉄
道
史
研
究
が
言
及
し
て
き

た
滬
杭
甬
鉄
道
借
款
契
約
を
め
ぐ
る
中
英
両
国
の
対
立
と
、
契
約

の
履
行
を
妨
害
す
る
こ
と
で
そ
こ
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
地
方

有
力
者
の
動
向
に
つ
い
て
、
新
た
な
一
面
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た

い
と
考
え
る
。

一

滬
杭
甬
鉄
道
借
款
契
約
の
締
結
に
対
す
る
地
方
の
反
応

一
九
〇
八
年
三
月
六
日
、
清
朝
と
イ
ギ
リ
ス
の
間
で
全
二
十
四

ヶ
条
か
ら
な
る
滬
杭
甬
鉄
道
借
款
契
約
が
締
結
さ
れ
た
。
締
結
後

に
清
朝
、
イ
ギ
リ
ス
、
そ
し
て
地
方
有
力
者
の
間
で
紛
糾
し
た
第

四
、
八
、
九
、
一
七
、
一
八
条
を
中
心
に
そ
の
内
容
を
要
約
す
る

と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

一
、
滬
杭
甬
鉄
道
借
款
の
元
利
支
払
分
の
資
金
は
清
朝
政
府
が

調
達
す
る
が
、
竣
工
後
は
先
ず
本
線
の
収
入
を
充
て
る
。

不
足
の
場
合
は
新
民
屯
―
奉
天
間
線
か
ら
遼
河
以
東
に
至

る
路
線
を
除
く
清
朝
北
部
諸
鉄
道
（the

Im
perialR

ail-

w
ays

of
N
orth

C
hina

）
の
純
益
金
よ
り
支
払
わ
れ
る
。

更
に
不
足
の
場
合
は
清
朝
政
府
が
妥
当
と
す
る
別
種
の
収

入
か
ら
支
払
わ
れ
る
。（
第
四
、
八
条
）

二
、
滬
杭
甬
鉄
道
借
款
の
担
保
は
新
民
屯
―
奉
天
間
線
か
ら
遼

河
以
東
に
至
る
路
線
を
除
く
清
朝
北
部
諸
鉄
道
の
純
益
金

と
す
る
。
こ
の
純
益
金
は
、
先
ず
清
朝
北
部
諸
鉄
道
借
款

の
元
利
返
済
に
充
て
ら
れ
、
余
剰
分
が
滬
杭
甬
鉄
道
借
款

史
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の
担
保
と
さ
れ
る
。（
第
九
条
）

三
、
滬
杭
甬
鉄
道
の
管
理
権
及
び
建
設
権
は
、
全
て
清
朝
政
府

に
帰
す
。（
第
一
七
条
）

四
、
滬
杭
甬
鉄
道
建
設
事
業
の
最
高
責
任
者
で
あ
る
滬
杭
甬
鉄

路
局
総
�
の
任
命
権
は
、
清
朝
政
府
に
帰
す
。
工
事
中
は
、

総
�
が
工
事
を
統
括
す
る
総
工
程
師
に
イ
ギ
リ
ス
人
技
師

を
一
名
任
命
す
る
。
総
工
程
師
の
招
聘
・
登
用
に
関
す
る

条
項
は
、
郵
伝
部
又
は
総
�
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
も
の

と
す
る
。（
第
一
七
条
）

五
、
資
材
は
公
開
さ
れ
た
市
場
で
最
低
価
格
に
し
て
高
品
質
の

も
の
を
購
入
す
る
。
イ
ギ
リ
ス
製
で
他
国
製
品
と
価
格
及

び
品
質
が
同
等
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
製
の
も

の
を
優
先
的
に
購
入
す
る
。
中
国
の
工
業
を
発
達
さ
せ
る

観
点
か
ら
、
中
国
産
品
又
は
中
国
製
品
で
品
質
及
び
価
格

が
イ
ギ
リ
ス
又
は
他
国
の
資
材
と
同
じ
場
合
、
そ
れ
を
優

先
的
に
購
入
す
る
こ
と
が
出
来
る
。（
第
一
八
条
）

六
、
資
材
の
購
入
に
つ
い
て
は
、
総
�
が
入
札
に
付
す
。
資
材

の
注
文
及
び
費
用
の
支
払
い
は
総
�
の
認
可
な
く
し
て
行

わ
れ
な
い
。
仕
入
書
と
調
査
証
明
書
の
原
文
は
総
�
の
検

査
を
仰
が
ね
ば
な
ら
な
い
。（
第
一
八
条
）

契
約
の
内
容
は
一
九
〇
八
年
三
月
上
旬
中
に
は
現
地
に
知
れ
渡

る
と
こ
ろ
と
な
り
、
湯
寿
潜
を
代
表
と
す
る
「
後
期
自
�
建
設

派
」
に
よ
る
契
約
の
破
棄
を
求
め
る
運
動
が
開
始
さ
れ
た
。

他
方
、
郵
伝
部
は
施
肇
曽
（
一
八
六
六
―
？
）
を
滬
杭
甬
鉄
路

局
総
�
に
任
命
し
た
。
彼
は
浙
江
人
で
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
領

事
、
漢
陽
鉄
廠
提
調
、
京
漢
・
滬
�
鉄
路
総
�
、
京
漢
鉄
路
南
段

会
�
を
歴
任
し
た
。
革
命
後
は
一
九
一
三
年
に
隴
秦
豫
海
鉄
路
督

�
と
同
成
鉄
路
事
宜
会
�
を
兼
任
し
、
内
閣
公
債
局
董
事
、
漕
運

局
総
�
と
な
っ
た
。
施
肇
曽
は
鉄
道
行
政
に
熟
達
し
て
お
り
、
清

朝
政
府
は
彼
に
全
幅
の
信
頼
を
寄
せ
て
い
た
（
１３
）
。
滬
杭
甬
鉄
路
局
総

�
と
は
、
契
約
締
結
後
に
清
朝
政
府
が
浙
江
鉄
路
公
司
と
江
蘇
鉄

路
公
司
を
監
督
す
る
機
関
と
し
て
設
置
し
た
滬
杭
甬
鉄
路
局
の
最

高
責
任
者
で
あ
る
。
総
�
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
導
入
し
た
技
術

と
資
材
を
郵
伝
部
の
管
理
の
下
で
運
用
し
、
効
率
的
な
建
設
工
事

を
行
う
た
め
に
必
要
な
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。

借
款
契
約
の
履
行
に
最
も
強
い
抵
抗
を
見
せ
た
の
は
、
浙
江
鉄

路
公
司
総
理
の
湯
寿
潜
で
あ
っ
た
。
湯
寿
潜
は
浙
江
人
で
あ
り
、

進
士
出
身
の
人
物
で
あ
る
。
張
之
洞
を
は
じ
め
と
す
る
各
地
の
有

力
な
督
撫
の
幕
友
を
務
め
、
そ
の
後
『
危
言
』
を
著
わ
し
て
開
明

的
な
知
識
人
と
し
て
の
名
声
を
獲
得
し
、
地
方
自
治
の
推
進
を
主

張
し
た
。
光
緒
新
政
期
で
は
、
滬
杭
甬
鉄
道
の
利
権
回
収
運
動
を

通
じ
て
大
衆
動
員
力
を
得
て
、
浙
江
鉄
路
公
司
の
総
理
に
選
出
さ

滬
杭
甬
鉄
道
借
款
契
約
の
実
効
性
を
巡
る
イ
ギ
リ
ス
と
地
方
の
関
係

五
（
三
八
七
）



れ
た
。
革
命
後
に
浙
江
都
督
に
推
挙
さ
れ
、
南
京
臨
時
政
府
で
交

通
総
長
と
な
っ
た
。
一
九
一
七
年
の
浙
江
省
の
独
立
に
伴
い
浙
江

都
督
の
呂
公
望
の
最
高
顧
問
に
招
か
れ
る
が
辞
退
し
た
。

湯
寿
潜
を
指
導
者
と
し
た
「
後
期
自
�
建
設
派
」
の
借
款
契
約

に
対
す
る
批
判
は
、
次
の
二
点
に
要
約
す
る
こ
と
が
出
来
る
（
１４
）
。
第

一
に
、
鉄
道
の
管
理
・
建
設
権
が
民
間
か
ら
政
府
に
移
譲
さ
れ
た

こ
と
へ
の
批
判
で
あ
る
。
こ
の
決
定
は
、
自
�
建
設
を
通
じ
て
地

方
の
政
治
的
発
言
力
を
強
め
て
い
た
彼
ら
に
と
っ
て
、
許
せ
る
も

の
で
は
な
か
っ
た
。

第
二
に
、
総
工
程
師
に
イ
ギ
リ
ス
人
が
任
命
さ
れ
る
こ
と
へ
の

批
判
で
あ
る
。
自
�
建
設
は
利
権
回
収
運
動
の
一
環
で
あ
り
、
そ

れ
は
愛
国
主
義
的
な
動
機
に
よ
っ
て
「
正
当
化
」
さ
れ
て
い
た
。

鉄
道
建
設
に
外
国
人
技
師
が
介
入
す
る
こ
と
は
、「
後
期
自
�
建

設
派
」
の
反
発
を
呼
び
起
こ
し
た
。

「
後
期
自
�
建
設
派
」
は
北
京
に
代
表
団
を
派
遣
し
、
清
朝
政

府
に
対
し
て
借
款
契
約
の
破
棄
を
要
求
し
た
。
彼
ら
の
活
動
は
、

浙
江
旅
滬
学
会
や
江
蘇
教
育
会
、
浙
江
旅
鄂
同
郷
会
等
の
団
体

（
以
降
便
宜
上
こ
れ
ら
を
総
括
し
て
「
支
援
団
体
」
と
表
記
す

る
）
か
ら
の
支
持
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
ら
「
支
援
団
体
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
浙
江
鉄
路
公
司
に
出
資

し
て
い
た
団
体
と
思
わ
れ
る
。
浙
江
鉄
路
公
司
の
出
資
者
に
つ
い

て
は
、
公
司
の
会
計
報
告
書
で
あ
る
『
商
�
全
浙
鉄
路
有
限
公
司

報
告
』
に
も
明
確
な
記
述
は
な
い
（
１５
）
。『
申
報
』
紙
上
で
一
九
〇
六

年
五
月
以
降
「
認
股
数
目
」
等
に
時
折
新
規
の
株
式
購
入
申
込
者

と
そ
の
金
額
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す

る
に
は
不
十
分
で
あ
る
。
一
方
、『
江
浙
鉄
路
風
潮
』
第
一
冊

「
両
省
集
股
情
景
」
と
同
第
二
冊
「
開
会
認
股
彙
記
」
に
は
、
両

省
の
鉄
路
公
司
の
株
式
が
ど
の
よ
う
な
個
人
ま
た
は
団
体
に
よ
っ

て
購
入
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
が
、
高
額
出
資
者
を
中
心
に
体
系
的

に
記
録
さ
れ
て
い
る
（
１６
）
。
し
か
し
、
出
資
状
況
に
つ
い
て
正
確
に
把

握
す
る
こ
と
は
困
難
を
伴
う
。
何
故
な
ら
、
元
と
両
の
区
別
や
、

現
金
を
そ
の
ま
ま
出
資
し
た
も
の
や
「
認
」（
株
式
の
購
入
予
約

の
み
で
現
金
払
込
み
を
済
ま
せ
て
い
な
い
状
態
）
又
は
現
金
払
込

み
済
み
か
否
か
の
違
い
、
股
一
つ
当
た
り
の
価
格
の
変
更
、
出
資

時
期
の
未
掲
載
等
の
問
題
が
有
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
の
結
論
を
述
べ
る
こ
と
を
本
稿
で
は

保
留
し
、
浙
江
鉄
路
公
司
の
出
資
者
・
出
資
団
体
に
つ
い
て
概
括

的
に
理
解
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
整
理
を
試
み
た
の
が
表
「
浙

江
鉄
路
公
司
高
額
出
資
者
・
団
体
一
覧
」
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、

浙
江
鉄
路
公
司
の
出
資
母
体
に
は
、
上
海
に
拠
点
を
置
く
浙
江
人

と
教
育
団
体
が
多
い
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
教
育
団
体
か
ら
の
出

資
が
多
い
こ
と
は
、
湯
寿
潜
が
当
時
を
代
表
す
る
教
育
者
と
し
て

史
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海
�
州
�
石
鎮

徐
励
身

認
一
万
元

滬
北
商
団

認
二
五
万
元
股

上
海
理
科
専
修
学
校

代
表
鍾
衡
臧

認
一
万
元
股

寧
波
府
女
学
堂

五
〇
〇
〇
元

寧
波
鎮
海
両
等
小
学

堂

方
培
玉

認
三
〇
〇
元

余
姚
邵
氏
本
族

代
表
邵
〔
マ
マ
〕

□
□

認
一
〇
万
元

上
海
南
市
商
団

認
五
〇
〇
〇
元

杭
州
保
姆
伝
習
所

三
〇
〇
〇
元

長
老
会
堂

代
表
鮑
哲
泰
、
兪
宗

周

一
〇
〇
股

上
海
天
足
会
女
校

一
〇
〇
股

表

浙
江
鉄
路
公
司
高
額
出
資
者
・
団
体
一
覧

出
資
者
の
住
所

出
資
者
又
は
代
表
等

出
資
額

紹
興
府

代
表
何
聞
仙

認
五
〇
〇
万
股

嘉
興
府

代
表
張
菊
生

認
一
〇
〇
万
元

金
衢
、
厳
処
四
府

代
表
毛
成
仁

認
二
〇
〇
万
元

蕭
山
県

代
表
何
聞
仙

認
二
〇
万
元

寧
波
府

代
表
周
金
箴

認
七
〇
〇
万
元

湖
州
府

代
表
楊
信
之

認
約
四
、
五
〇

〇
万
元

杭
州
府

認
三
〇
〇
万
元

温
州
府

代
表
項
任
初
、
郭
喇

霞

認
五
〇
万
元

滬
杭
甬
鉄
道
借
款
契
約
の
実
効
性
を
巡
る
イ
ギ
リ
ス
と
地
方
の
関
係

七
（
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処
州
旅
滬
警
界

認
二
〇
〇
零
股

春
陽
社

代
表
煕
普

認
二
〇
〇
零
股

女
賓

二
〇
〇
零
股

杭
州
府
（
籍
貫
）

蒋
抑
之
、
胡
藻
青

認
各
五
〇
万
元

紹
興
府
（
籍
貫
）

趙
望
杏

認
二
〇
〇
〇
元

股

江
蘇
�
県
（
籍
貫
）

叶
佐
金

一
〇
〇
股

紹
興
府
（
籍
貫
）

徐
杏
書

認
一
〇
〇
零
股

寧
波
府
（
籍
貫
）

蔡
烈
昌

認
一
〇
〇
零
股

処
州
旅
滬
学
生

胡
雄
耀

認
四
〇
零
股

温
州
旅
滬
同
郷

認
五
〇
〇
〇
零

股

江
蘇
鉄
路
協
会

代
表
楊
千
里
、
孟
撲

波

認
股
六
〇
〇
〇

元

江
蘇
省
（
籍
貫
）

王
純
伯

認
五
〇
〇
〇
股

江
蘇
省
（
籍
貫
）

倪
変
之

認
一
〇
〇
股

杭
州
各
学
校

認
二
〇
〇
〇
余

股

浙
江
初
級
師
範
学
堂

認
一
万
元

旅
杭
蕭
山
同
郷

認
二
〇
万
元

銭
業
同
行

認
一
〇
万
元

陸
彦
昇

認
一
万
元

蕭
山
米
業

認
一
万
元

山
陰
県
（
籍
貫
）

陶
七
彪

認
一
万
元
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義
橋
鎮
（
籍
貫
）

韓
詩
圃

認
一
万
元

社
同
甲

認
一
万
元

張
馨
甫

認
一
万
元

林
敬
如

認
五
〇
〇
〇
元

諸
曁
県
（
籍
貫
）

何
梦
生

認
五
〇
〇
〇
元

蕭
山
県

朱
小
�

認
一
〇
〇
〇
元

嘉
興
商
会

代
表
高
子
辛

認
一
〇
万
元
零

股

董
事
九
名

認
五
万
元
零
股

右
記
九
名
以
外
の
同

会
董
事

認
五
万
元
零
股

嘉
興
中
学
校
全
体

認
八
〇
〇
零
股

浙
路
公
司
董
事
会

代
表
葉
張
第

認
三
〇
〇
万
元

股

鉄
路
学
堂

二
万
元
股

第
一
義
務
小
学
堂

認
二
〇
〇
股

寧
波
中
学
堂

一
五
〇
〇
元

上
海
復
旦
同
学

三
〇
〇
〇
余
元

（
江
蘇
鉄
路
公

司
へ
の
出
資
分

含
む
）

寧
波
教
育
会

代
表
鍾
憲
鬯

四
〇
〇
〇
元
股

上
海
高
等
実
業
学
堂

認
一
〇
〇
〇
股

浙
江
学
界

浙
江
高
等
学
堂
発
起

認
二
三
〇
股

嘉
興
府
中
学
堂

代
表
�
博
甫

三
〇
〇
〇
余
元

滬
杭
甬
鉄
道
借
款
契
約
の
実
効
性
を
巡
る
イ
ギ
リ
ス
と
地
方
の
関
係

九
（
三
九
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徳
清
士
民

認
五
〇
〇
〇
元

股

温
郡
中
学

代
表
林
演
素

八
〇
〇
余
元

旅
粤
全
浙
同
郷
拒
款

会

一
〇
〇
〇
余
元

滬
南
商
学
会

代
表
周
蓮
生

認
七
〇
〇
〇
股

�
石
鎮
紳
商
学
界

認
一
三
二
股
及

び
九
一
六
零
股

江
�
旅
滬
保
路
勧
股

会

代
表
馬
湘
伯

認
一
万
股

楓
�
拒
款
会

認
約
五
〇
〇
元

股

常
州
女
界

認
一
〇
〇
余
股

寧
波
府
女
学
界

二
二
六
〇
元

杭
垣
一
標
三
営

認
一
〇
〇
股

上
海
女
界

上
海
初
等
小
学
校
発

起

認
六
〇
〇
股

上
海
天
足
会
女
校

代
表
沈
章
蘭

認
二
一
〇
股

旅
�
拒
款
会

認
一
八
〇
股

上
海
女
界

上
海
女
中
学
堂
発
起

認
一
六
五
股

石
門
保
路
公
会

認
三
〇
股

無
錫
蘇
路
拒
款
会

代
表
華
実
甫

認
一
〇
〇
余
股

上
海
中
国
公
学

認
八
〇
〇
〇
元

股

上
海
理
科
専
修
学
校

二
〇
〇
余
元

松
江
商
会

認
三
〇
〇
〇
元

股

新
�
拒
款
会

認
二
〇
五
股
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高
い
名
声
を
獲
得
し
て
い
た
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。
湯
寿
潜
が
一
九
〇
九
年
に
江
西
提
学
使
に
任
命
さ
れ
た
際

に
、
江
西
省
の
地
方
有
力
者
は
「
有
能
な
」
湯
寿
潜
が
教
育
行
政

の
整
理
の
た
め
に
赴
任
し
た
こ
と
を
歓
迎
し
た
（
１７
）
。
一
方
、
上
海
に

拠
点
を
置
く
浙
江
人
か
ら
の
出
資
の
中
で
は
、
盛
宣
懐
の
下
で
電

信
官
僚
を
務
め
た
周
金
箴
（
一
八
四
六
―
？
）
を
代
表
と
す
る
寧

波
府
出
身
者
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
一
団
が
、
七
〇
〇
万
股
も
の

購
入
予
約
を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
（
１８
）
。
周
金
箴
は
上
海

商
務
総
会
の
幹
部
で
あ
り
、
同
会
の
重
役
の
多
く
が
寧
波
幇
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
彼
ら
は
浙
江
鉄
路
公
司
の
董
事
も
兼
ね
て
い
た
た

め
、
公
司
内
に
お
け
る
上
海
商
務
総
会
系
の
地
方
有
力
者
の
発
言

力
は
極
め
て
強
か
っ
た
。「
支
援
団
体
」
の
他
に
、「
後
期
自
�
建

設
派
」
の
活
動
は
『
申
報
』
や
『
時
報
』、『
東
方
雑
誌
』
と
い
っ

た
当
時
の
上
海
の
有
力
な
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
か
ら
も
支
持
さ
れ
て
い

た
。
こ
れ
ら
を
通
じ
て
彼
ら
の
活
動
は
広
く
巷
間
に
伝
え
ら
れ
、

「
後
期
自
�
建
設
派
」
を
支
持
す
る
「
世
論
」
が
形
成
さ
れ
つ
つ

あ
っ
た
。

「
後
期
自
�
建
設
派
」
の
政
治
的
発
言
力
は
清
朝
政
府
に
と
っ

て
看
過
出
来
な
い
も
の
で
あ
り
、
借
款
契
約
締
結
後
間
も
な
く
妥

協
策
と
し
て
「
存
款
章
程
」
の
草
案
が
、
郵
伝
部
か
ら
江
蘇
・
浙

江
の
鉄
路
公
司
が
北
京
に
派
遣
し
て
い
た
代
表
団
に
提
示
さ
れ
る

法
政
講
習
所

認
三
〇
〇
〇
余

元
股

浙
江
鉄
路
学
校

認
二
〇
〇
股

武
進
高
命
婦

一
〇
〇
〇
元

寧
波
商
務
総
会

四
万
元

嘉
興
師
範
学
校

八
〇
〇
股

東
京
宏
文

認
三
〇
〇
股

金
華
中
学
堂

認
一
万
元
股

出
所
）
墨
悲
編
『
江
浙
鉄
路
風
潮
』
第
一
冊
（
上
海
各
大
書
坊
、
一
九
〇
七
年
）
及

び
同
第
二
冊
（
上
海
各
大
書
坊
、
一
九
〇
七
年
）
よ
り
作
成
。

※
網
掛
け
部
分
は
浙
江
旅
滬
同
郷
会
。
一
股
で
一
〇
〇
両
に
、
一
零
股
で
一
〇
両
に

相
当
す
る
。
二
重
線
以
降
は
一
零
股
で
五
両
、
三
重
線
以
降
は
一
股
で
五
〇
両
の
可

能
性
が
あ
る
。
金
額
部
分
に
「
認
」
と
あ
る
も
の
は
、
株
式
の
購
入
予
約
の
み
で
現

金
が
払
い
込
ま
れ
て
い
な
い
。「
元
股
」
ま
た
は
「
元
零
股
」
と
あ
る
の
は
、
そ
の

額
面
分
の
股
ま
た
は
零
股
を
購
入
し
た
こ
と
を
指
す
。

滬
杭
甬
鉄
道
借
款
契
約
の
実
効
性
を
巡
る
イ
ギ
リ
ス
と
地
方
の
関
係

一
一
（
三
九
三
）



こ
と
と
な
っ
た
。「
存
款
章
程
」
は
滬
杭
甬
鉄
道
の
建
設
と
経
営

が
あ
く
ま
で
自
�
と
さ
れ
て
い
る
点
を
骨
子
と
し
て
お
り
、
そ
れ

を
郵
伝
部
と
両
省
の
鉄
路
公
司
が
互
い
に
認
め
合
う
こ
と
を
目
的

と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
（
１９
）
。

し
か
し
、
清
朝
政
府
は
自
�
建
設
で
は
全
線
竣
工
が
不
可
能
で

あ
る
こ
と
を
す
で
に
理
解
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
措
置
は
あ
く
ま

で
方
便
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
滬
杭
甬
鉄
道
の
建
設
・
監
督
権
は
法

文
上
あ
く
ま
で
郵
伝
部
に
あ
り
、「
存
款
章
程
」
の
草
案
の
内
容

は
借
款
契
約
と
矛
盾
す
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
か
っ
た
。

例
え
ば
『
申
報
』
は
、
草
案
中
で
は
郵
伝
部
は
人
事
に
つ
い
て

両
省
の
鉄
路
公
司
の
総
理
と
協
理
の
判
断
を
仰
ぐ
こ
と
と
な
っ
て

い
た
が
、
実
際
に
は
「
存
款
章
程
」
で
は
政
府
間
決
定
で
あ
る
借

款
契
約
で
取
り
決
め
ら
れ
た
総
�
の
権
限
を
押
さ
え
込
む
こ
と
は

不
可
能
で
あ
る
、
と
否
定
的
に
評
価
し
た
（
２０
）
。

そ
の
後
も
、
滬
杭
甬
鉄
道
の
建
設
・
経
営
の
主
導
権
の
所
在
に

つ
い
て
議
論
が
続
け
ら
れ
た
が
、「
存
款
章
程
」
は
一
先
ず
一
九

〇
八
年
四
月
一
六
日
に
締
結
さ
れ
た
。
し
か
し
、
問
題
を
根
本
的

に
解
決
す
る
こ
と
な
く
採
ら
れ
た
妥
協
策
に
過
ぎ
な
い
「
存
款
章

程
」
に
「
後
期
自
�
建
設
派
」
の
不
満
を
解
消
す
る
力
は
無
か
っ

た
。

二

借
款
契
約
の
履
行
に
対
す
る
「
後
期
自
�
建
設
派
」
に
よ

る
妨
害

「
存
款
章
程
」
が
有
効
に
機
能
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
湯
寿
潜

を
中
心
と
し
た
「
後
期
自
�
建
設
派
」
に
よ
る
借
款
契
約
の
履
行

に
対
す
る
妨
害
が
始
ま
っ
た
。
湯
寿
潜
に
よ
る
妨
害
は
、
先
ず
郵

伝
部
が
任
命
し
た
滬
杭
甬
鉄
路
局
総
�
の
施
肇
曽
の
業
務
に
対
し

て
始
め
ら
れ
た
。
総
�
と
し
て
の
職
務
を
正
常
に
遂
行
出
来
な
く

な
っ
た
施
肇
曽
は
、
一
九
〇
九
年
二
月
以
降
郵
伝
部
に
対
し
て
辞

任
を
希
望
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
郵
伝
部
と
浙
江
鉄
路
公

司
の
幹
部
は
施
肇
曽
の
辞
任
を
引
き
留
め
た
。

湯
寿
潜
が
総
理
を
務
め
る
浙
江
鉄
路
公
司
の
幹
部
が
、
彼
と
対

立
し
て
い
た
施
肇
曽
を
支
持
し
た
こ
と
に
は
理
由
が
あ
る
。
そ
れ

は
、
公
司
の
幹
部
の
多
く
が
上
海
商
務
総
会
の
幹
部
を
兼
任
し
て

お
り
、
彼
ら
は
省
財
政
に
対
す
る
返
済
責
任
の
回
避
を
目
的
と
し

て
自
�
建
設
に
協
力
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。「
部
借
部
還
」
に

よ
っ
て
目
的
が
達
成
さ
れ
た
た
以
上
、
彼
ら
に
は
借
款
契
約
の
履

行
に
反
対
す
る
強
い
理
由
は
な
く
、
む
し
ろ
公
司
内
の
深
刻
な
資

本
不
足
を
解
消
す
る
た
め
に
は
郵
伝
部
と
の
円
滑
な
関
係
と
借
款

資
本
の
転
貸
が
望
ま
れ
て
い
た
（
２１
）
。

史
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郵
伝
部
と
浙
江
鉄
路
公
司
幹
部
か
ら
の
引
き
留
め
に
対
し
て
、

施
肇
曽
は
留
任
の
条
件
と
し
て
湯
寿
潜
の
罷
免
又
は
経
営
か
ら
の

追
放
を
要
求
し
た
。
こ
れ
を
郵
伝
部
と
公
司
は
却
下
し
、
湯
寿
潜

も
同
意
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
見
て
施
肇
曽
は
辞
任
し
、
後
任
に

は
前
出
の
周
金
箴
が
任
命
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
浙
江
鉄
路
公
司
の

業
務
の
主
導
権
は
あ
く
ま
で
湯
寿
潜
に
握
ら
れ
た
ま
ま
で
あ
り
、

湯
寿
潜
に
よ
る
借
款
契
約
の
履
行
に
対
す
る
抵
抗
は
続
く
こ
と
と

な
っ
た
（
２２
）
。
周
金
箴
の
総
�
就
任
に
つ
い
て
、
借
款
契
約
の
締
結
以

前
か
ら
中
英
公
司
の
代
表
と
し
て
交
渉
の
前
面
に
在
っ
た
ブ
ラ
ン

ド
（
一
八
六
三
―
一
九
四
五
）
は
、
事
態
は
解
決
さ
れ
ず
に
む
し

ろ
湯
寿
潜
の
影
響
力
が
強
ま
り
、
滬
杭
甬
鉄
道
は
完
全
に
彼
の
支

配
下
に
お
か
れ
る
だ
ろ
う
と
予
測
し
た
。
こ
の
予
測
は
イ
ギ
リ
ス

に
と
っ
て
は
不
幸
な
こ
と
に
的
中
す
る
（
２３
）
。

続
い
て
湯
寿
潜
は
、
浙
江
鉄
路
公
司
の
下
で
行
わ
れ
る
業
務
に

お
い
て
借
款
資
本
や
外
国
産
建
築
資
材
が
運
用
さ
れ
、
総
�
に
よ

っ
て
任
命
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
人
総
工
程
師
フ
ォ
ー
ド
（
？
―
？
）

を
は
じ
め
と
す
る
外
国
人
技
師
が
そ
れ
ら
を
使
用
し
て
作
業
す
る

こ
と
を
妨
害
し
た
。
そ
の
様
子
を
端
的
に
示
し
て
い
る
の
が
、
イ

ギ
リ
ス
外
務
省
側
に
残
さ
れ
て
い
た
次
の
二
点
の
史
料
で
あ
る
。

�
作
業
の
全
細
目
の
監
督
と
主
導
権
は
、
無
知
に
し
て
無
能
な

公
司
の
管
理
者
層
の
手
中
に
あ
る
。
彼
ら
は
鉄
道
業
務
の
経

験
が
全
く
無
い
ば
か
り
か
、
大
規
模
な
事
業
経
営
に
つ
い
て

何
一
つ
知
ら
な
い
。
中
国
人
職
員
の
中
で
最
も
優
秀
な
者
達

は
辞
職
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
ら
は
管
理
者
層
に
よ
る
恒
常

的
な
作
業
妨
害
を
我
慢
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。〔
中

略
〕
本
線
の
技
術
者
か
ら
は
何
の
報
告
も
私
〔
フ
ォ
ー
ド
を

指
す
〕
に
送
ら
れ
て
お
ら
ず
、
私
に
は
彼
ら
に
何
の
指
導
す

る
権
限
も
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。〔
中
略
〕
浙
江
鉄
道
の
技

術
担
当
代
行
は
公
司
総
理
の
娘
婿
で
あ
る
。
若
く
、
ア
メ
リ

カ
の
大
学
か
ら
帰
国
し
た
ば
か
り
で
あ
る
。
鉄
道
業
務
に
従

事
し
た
経
験
は
無
い
。
江
蘇
の
技
師
は
滬
寧
鉄
道
の
業
務
か

ら
解
雇
さ
れ
た
者
で
、
周
到
に
私
と
会
う
の
を
避
け
て
い
る
。

実
際
、
私
は
彼
を
見
た
こ
と
が
無
い
。
低
品
質
の
車
両
の
た

め
に
、
驚
異
的
な
額
の
資
金
が
費
や
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
額

は
最
高
級
の
資
財
を
購
入
出
来
る
ほ
ど
で
あ
る
。〔
中
略
〕

以
上
か
ら
、
建
設
後
に
往
来
は
無
く
、
借
款
の
利
子
分
を
稼

ぐ
こ
と
は
出
来
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
次
の
よ
う
に

再
度
主
張
す
る
。
清
朝
政
府
が
鉄
道
に
関
す
る
主
導
権
を
取

り
戻
さ
な
い
限
り
、
又
他
の
中
国
の
鉄
道
の
よ
う
に
対
処
し

な
い
限
り
、
借
款
の
利
子
の
負
担
は
必
ず
や
清
朝
政
府
に
の

し
か
か
る
だ
ろ
う
。
私
は
、
今
の
経
営
状
況
の
ま
ま
で
は
、

本
線
が
作
業
費
用
よ
り
も
〔
効
率
的
に
〕
動
く
こ
と
が
出
来

滬
杭
甬
鉄
道
借
款
契
約
の
実
効
性
を
巡
る
イ
ギ
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ス
と
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方
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る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。（〔

〕
内
引
用
者
（
２４
）
）

�
浙
江
公
司
総
理
に
よ
る
妨
害
手
段
は
、
例
え
ば
滬
杭
甬
鉄
道

の
上
海
事
務
局
に
よ
る
ロ
ス
氏
へ
の
送
金
の
件
が
挙
げ
ら
れ

る
。
ロ
ス
氏
は
杭
州
の
橋
梁
建
設
の
事
前
調
査
を
指
導
し
て

お
り
、
フ
ォ
ー
ド
氏
の
指
揮
下
に
あ
る
。
彼
は
杭
州
の
浙
江

鉄
路
公
司
職
員
か
ら
〔
送
金
を
〕
差
し
止
め
ら
れ
て
い
る
。

同
様
の
事
態
が
ロ
ス
氏
と
フ
ォ
ー
ド
氏
に
発
送
さ
れ
た
用
具

に
も
生
じ
て
い
る
。
又
、
次
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
資

金
と
用
具
〔
の
建
設
現
場
へ
の
導
入
〕
は
湯
寿
潜
に
妨
害
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
湯
寿
潜
が
激
し
く
受
け
取
り
を
拒
否

し
て
い
る
借
款
資
本
か
ら
提
供
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
（
２５
）
。

以
上
の
よ
う
に
、
湯
寿
潜
の
運
動
の
影
響
は
総
工
程
師
に
対
し

て
だ
け
で
な
く
、
借
款
に
よ
っ
て
持
ち
込
ま
れ
た
資
本
と
資
材
に

も
及
ん
で
い
た
。
ま
た
、「
後
期
自
�
建
設
派
」
の
活
動
に
よ
っ

て
滬
杭
甬
鉄
道
が
十
分
な
経
営
効
率
性
を
伴
っ
て
竣
工
さ
れ
な
い

こ
と
は
、
借
款
の
利
払
を
不
確
実
化
す
る
恐
れ
を
含
ん
で
い
た
。

こ
の
状
況
は
、
技
術
と
資
本
の
輸
出
元
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
に
対

し
て
不
利
な
だ
け
で
な
く
、
借
款
契
約
の
締
結
に
際
し
て
鉄
道
の

所
有
権
と
経
営
権
の
国
有
化
と
共
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
技
術
・
資

本
提
供
を
期
待
し
て
い
た
清
朝
政
府
に
と
っ
て
も
大
き
な
損
失
と

な
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。

総
工
程
師
の
業
務
と
資
本
・
資
材
の
導
入
に
対
す
る
湯
寿
潜
の

妨
害
が
続
く
一
方
で
、「
後
期
自
�
建
設
派
」
の
政
治
力
は
一
九

〇
九
年
六
月
と
七
月
に
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
問
題
か
ら
強
化
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

「
後
期
自
�
建
設
派
」
の
活
動
を
強
く
支
持
し
て
い
た
の
は
、

自
�
建
設
を
支
持
し
積
極
的
に
株
式
の
購
入
予
約
を
行
っ
た
「
支

援
団
体
」
と
、
そ
の
活
動
を
報
道
し
た
『
申
報
』
や
『
時
報
』
等

の
新
聞
各
紙
と
、
両
者
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
「
世
論
」
で
あ
る
。

湯
寿
潜
が
自
�
建
設
事
業
の
難
航
か
ら
一
九
〇
九
年
六
月
に
辞
任

を
希
望
す
る
と
、
彼
ら
は
積
極
的
に
活
動
し
始
め
た
。『
申
報
』

や
『
時
報
』、『
民
呼
日
報
』
を
中
心
に
湯
寿
潜
の
留
任
を
求
め
る

記
事
が
連
日
紙
面
を
飾
っ
た
（
２６
）
。
そ
れ
ら
で
は
、
湯
寿
潜
と
対
照
的

に
か
つ
て
イ
ギ
リ
ス
と
の
間
で
借
款
交
渉
を
進
め
て
い
た
浙
江
省

出
身
の
汪
大
�
を
批
判
し
、
湯
寿
潜
の
評
価
を
高
め
る
こ
と
が
意

図
さ
れ
て
い
た
。

こ
う
し
た
「
世
論
」
か
ら
の
強
い
後
押
し
は
湯
寿
潜
の
政
治
的

発
言
力
を
さ
ら
に
高
め
た
。
湯
寿
潜
の
名
は
自
�
建
設
を
主
導
す

る
地
方
有
力
者
の
代
名
詞
と
な
っ
た
（
２７
）
。
尚
、
そ
の
後
湯
寿
潜
が
実

際
に
辞
任
す
る
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ
清
朝
政
府
に
よ
っ
て
鉄
道

業
務
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
る
こ
と
に
抵
抗
し
続
け
、
総
理
職
に
留
ま

る
こ
と
に
強
い
意
欲
を
見
せ
た
。
結
果
と
し
て
、
湯
寿
潜
の
辞
任

史
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希
望
を
巡
る
騒
動
は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
彼
に
対
す
る
「
世

論
」
の
強
い
支
持
を
再
確
認
す
る
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
と
言
え

よ
う
。

続
い
て
一
九
〇
九
年
七
月
以
降
に
「
後
期
自
�
建
設
派
」
の
追

い
風
と
な
っ
た
の
が
借
款
資
本
の
送
金
遅
滞
に
関
す
る
問
題
で
あ

る
。「
存
款
章
程
」
に
よ
れ
ば
、
一
九
〇
八
年
三
月
六
日
の
借
款

契
約
か
ら
七
ヶ
月
以
内
に
第
一
期
転
貸
分
で
あ
る
八
〇
万
両
が
両

省
の
鉄
路
公
司
に
払
い
込
ま
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一

九
〇
九
年
七
月
の
段
階
で
実
際
に
払
い
込
ま
れ
て
い
た
の
は
五
〇

万
両
で
あ
り
、「
後
期
自
�
建
設
派
」
は
こ
れ
を
契
約
違
反
と
し
、

借
款
契
約
の
破
棄
を
主
張
し
た
（
２８
）
。

借
款
資
本
が
現
地
の
鉄
路
公
司
に
支
払
わ
れ
る
ま
で
の
流
れ
は
、

大
ま
か
に
見
て
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
香
港
上
海
銀
行
が

借
款
の
貸
元
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
を
経
て
清
朝

郵
伝
部
に
納
入
さ
れ
る
。
次
に
総
�
の
下
に
移
送
さ
れ
、
総
�
は

上
海
交
通
銀
行
に
そ
の
資
本
を
預
け
入
れ
る
。
最
後
に
、
上
海
交

通
銀
行
か
ら
江
蘇
・
浙
江
の
両
公
司
に
そ
れ
ぞ
れ
一
対
二
の
割
合

で
資
本
が
手
渡
さ
れ
る
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
時
の
上
海

交
通
銀
行
の
総
�
に
は
李
厚
裕
（
一
八
六
七
―
一
九
三
五
）
と
い

う
地
方
有
力
者
が
就
任
し
て
い
た
。
李
厚
裕
は
、
一
九
〇
五
年
以

前
に
杭
州
で
日
本
外
務
省
と
大
東
汽
船
株
式
会
社
が
府
城
と
銭
塘

江
を
結
ぶ
鉄
道
の
建
設
を
試
み
た
際
に
、
自
�
建
設
を
提
唱
し
て

こ
れ
に
対
抗
し
、
滬
杭
甬
鉄
道
の
自
�
建
設
運
動
に
あ
た
っ
て
は

浙
江
鉄
路
公
司
と
上
海
商
務
総
会
の
幹
部
を
兼
任
し
、
周
金
箴
ら

と
と
も
に
「
部
借
部
還
」
を
契
機
に
借
款
の
導
入
を
受
け
入
れ
た

人
物
で
あ
る
（
２９
）
。

以
上
の
よ
う
に
借
款
の
資
本
が
現
地
の
両
鉄
路
公
司
に
手
渡
さ

れ
る
ま
で
に
は
多
く
の
手
続
き
を
経
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
の
複

雑
な
資
本
の
流
れ
の
中
で
、
両
公
司
に
未
払
い
で
あ
っ
た
三
〇
万

両
は
、
一
九
〇
九
年
十
二
月
ま
で
に
総
�
で
あ
る
周
金
箴
の
許
可

の
下
に
上
海
交
通
銀
行
へ
支
払
わ
れ
た
。
即
ち
、
上
海
交
通
銀
行

に
送
金
さ
れ
る
手
前
で
、
遅
滞
分
三
〇
万
両
が
差
し
止
め
ら
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
時
、
ブ
ラ
ン
ド
の
後
任
と
し
て
中
英
公
司
の
代
表
と
な
っ

て
い
た
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
は
、
総
�
職
が
総
理
職
に
対
し
て
実
質
的

に
上
位
の
影
響
力
を
持
た
な
い
状
況
で
遅
滞
分
の
支
払
い
が
行
わ

れ
た
こ
と
に
遺
憾
の
意
を
表
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
周
金

箴
が
遅
滞
分
の
三
〇
万
両
を
支
払
わ
ず
に
い
た
こ
と
が
、
イ
ギ
リ

ス
側
に
と
っ
て
望
ま
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
理
解
出
来
る
（
３１
）
。

以
上
の
二
つ
の
事
例
か
ら
見
え
る
借
款
契
約
の
履
行
を
め
ぐ
る

対
立
を
、
浙
江
鉄
路
公
司
を
中
心
に
据
え
て
ま
と
め
た
図
が
「
滬

杭
甬
鉄
道
借
款
契
約
の
履
行
を
め
ぐ
る
対
立
の
構
図
」
で
あ
る
。

滬
杭
甬
鉄
道
借
款
契
約
の
実
効
性
を
巡
る
イ
ギ
リ
ス
と
地
方
の
関
係
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借
款
契
約
の
履
行
に
反
対
し
て
い
る
の
は
清
朝
政
府
、

イ
ギ
リ
ス
、
地
方
有
力
者
の
三
者
の
内
最
後
の
一
者

の
み
で
あ
り
、
更
に
そ
の
中
で
も
少
数
派
に
あ
た
る

「
後
期
自
�
建
設
派
」
だ
け
で
あ
っ
た
。

三
「
後
期
自
�
建
設
派
」
の

抵
抗
が
鉄
道
事
業
に
与
え
た
影
響

清
朝
と
イ
ギ
リ
ス
は
、
滬
杭
甬
鉄
道
の
元
利
返
済

に
同
鉄
道
の
純
益
金
を
充
て
る
こ
と
と
し
、
不
足
の

場
合
に
は
新
民
屯
―
奉
天
間
線
か
ら
遼
河
以
東
に
至

る
一
段
を
除
く
清
朝
北
部
諸
鉄
道
の
純
益
金
を
担
保

と
し
て
扱
う
よ
う
定
め
て
い
た
。
た
だ
し
、
そ
の
純

益
金
は
先
ず
一
八
九
八
年
一
〇
月
一
〇
日
に
締
結
さ

れ
た
清
朝
北
部
諸
鉄
道
の
借
款
契
約
の
元
利
支
払
に

充
て
ら
れ
、
そ
の
残
り
が
滬
杭
甬
借
款
の
担
保
と
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
不
足
が
生
じ
た
場
合
に

は
、
清
朝
の
裁
量
で
適
宜
財
源
を
充
当
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
た
。

滬
杭
甬
鉄
道
借
款
の
担
保
は
借
款
資
本
の
補
填
に

つ
い
て
の
み
言
及
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
契
約

図：滬杭甬鉄道借款契約の履行をめぐる対立の構図
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内
容
に
沿
っ
た
建
設
・
経
営
が
実
行
さ
れ
な
い
場
合
に
つ
い
て
は

想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
資
本
の
補

填
に
つ
い
て
も
、
上
述
の
通
り
極
め
て
不
安
定
な
も
の
で
あ
っ
た
。

不
確
実
な
担
保
に
依
拠
せ
ず
元
利
支
払
が
滞
り
な
く
行
わ
れ
る

た
め
に
、
滬
杭
甬
鉄
道
は
、
借
款
契
約
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
る
イ

ギ
リ
ス
の
資
金
と
技
術
に
基
づ
き
、
十
分
な
経
営
効
率
性
を
伴
っ

て
竣
工
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
同
時
に
、
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て

は
自
国
の
影
響
力
の
強
い
長
江
下
流
域
で
借
款
に
基
づ
い
て
鉄
道

が
建
設
さ
れ
る
こ
と
こ
そ
が
契
約
を
締
結
し
た
本
来
の
目
的
で
あ

り
、
可
及
的
速
や
か
な
全
線
の
竣
工
が
望
ま
れ
て
い
た
（
３２
）
。

一
方
清
朝
政
府
に
と
っ
て
も
、
借
款
契
約
に
基
づ
き
効
率
的
な

滬
杭
甬
鉄
道
の
建
設
と
経
営
を
実
現
す
る
こ
と
が
望
ま
し
か
っ
た
（
３３
）
。

一
九
〇
八
年
一
〇
月
、
郵
伝
部
は
各
省
の
自
�
鉄
道
の
経
営
・
建

設
状
態
に
対
す
る
一
斉
調
査
を
開
始
し
た
。
江
蘇
・
浙
江
の
両
省

に
は
会
計
調
査
に
郵
伝
部
候
補
僉
事
の
何
葆
麟
と
同
部
員
外
郎
の

蘇
輿
、
工
程
調
査
に
工
科
進
士
の
胡
朝
棟
と
郵
伝
部
主
事
の
蔡
伝

奎
を
派
遣
し
た
。
こ
の
時
、
調
査
さ
れ
る
自
�
鉄
道
は
建
設
の
優

先
度
か
ら
三
種
に
分
類
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
中
で
江
蘇
省
と
浙
江

省
は
最
も
優
先
度
が
高
い
第
一
の
部
類
に
含
ま
れ
て
お
り
、
郵
伝

部
が
こ
の
地
域
の
鉄
道
行
政
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
（
３４
）
。

一
九
一
〇
年
代
以
降
、
象
山
軍
港
の
建
設
に
伴
い
杭
州
―
寧
波
間

の
早
期
開
通
が
求
め
ら
れ
、
郵
伝
部
の
関
心
は
江
蘇
・
浙
江
両
省

の
鉄
道
行
政
か
ら
滬
杭
甬
鉄
道
へ
、
特
に
杭
州
―
寧
波
間
線
へ
と

個
別
具
体
的
な
も
の
に
移
っ
て
い
っ
た
（
３５
）
。

こ
の
よ
う
に
、
滬
杭
甬
鉄
道
を
借
款
契
約
に
従
っ
て
建
設
・
経

営
す
る
こ
と
は
、
中
英
両
国
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
意
義
を
持

つ
も
の
で
あ
っ
た
。
で
は
、
両
国
は
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
措
置
を
採
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
借
款
契
約
の
締
結

に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
混
乱
し
た
状
況
が
全
て
清
算
さ
れ
る
と

は
イ
ギ
リ
ス
側
も
想
定
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
中
英
公

司
の
代
表
と
し
て
借
款
交
渉
の
前
線
に
立
っ
て
い
た
ブ
ラ
ン
ド
は

清
朝
政
府
の
決
定
に
地
方
の
鉄
路
公
司
が
従
わ
な
い
限
り
、
滬
杭

甬
鉄
道
の
建
設
事
業
は
契
約
締
結
以
前
と
同
様
に
あ
く
ま
で
地
方

の
動
向
に
状
況
を
左
右
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
強
く
懸
念
し
て
い

た
（
３６
）
。湯

寿
潜
に
よ
る
総
工
程
師
フ
ォ
ー
ド
に
対
す
る
業
務
妨
害
を
き

っ
か
け
に
、
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
は
滬
杭
甬
鉄
道
借
款
に
つ
い
て
清

朝
外
務
部
と
再
び
交
渉
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
〇
八
年
一

〇
月
二
二
日
、
公
使
ジ
ョ
ル
ダ
ン
は
外
務
部
総
理
大
臣
の
慶
親
王

奕
�
に
フ
ォ
ー
ド
の
職
務
権
限
の
保
護
を
要
求
し
た
。
ジ
ョ
ル
ダ

ン
は
フ
ォ
ー
ド
の
立
場
に
つ
い
て
極
め
て
敏
感
な
反
応
を
示
し
て

い
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
借
款
契
約
に
よ
れ
ば
イ
ギ
リ
ス
が
滬
杭
甬

滬
杭
甬
鉄
道
借
款
契
約
の
実
効
性
を
巡
る
イ
ギ
リ
ス
と
地
方
の
関
係

一
七
（
三
九
九
）



鉄
道
の
経
営
に
対
し
て
実
質
的
に
介
入
出
来
る
窓
口
が
総
工
程
師

職
の
み
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
３７
）
。
ジ
ョ
ル
ダ
ン
の
要
求
に
対
し
て
慶

親
王
の
対
応
は
借
款
契
約
締
結
以
前
と
は
対
照
的
な
好
意
的
な
も

の
で
あ
っ
た
が
、
有
効
な
解
決
策
を
打
ち
出
す
こ
と
は
出
来
な
か

っ
た
（
３８
）
。
一
九
〇
九
年
二
月
か
ら
、
湯
寿
潜
に
よ
る
抵
抗
は
イ
ギ
リ

ス
製
の
建
設
資
材
と
借
款
資
本
に
も
波
及
し
た
（
３９
）
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

ジ
ョ
ル
ダ
ン
は
総
工
程
師
の
職
務
権
限
の
保
護
だ
け
で
は
な
く
、

契
約
内
容
そ
の
も
の
を
履
行
さ
せ
る
よ
う
清
朝
中
央
政
府
に
要
求

せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
（
４０
）
。

ま
た
、
こ
の
時
現
地
に
お
け
る
借
款
資
本
の
運
用
に
つ
い
て
三

つ
の
問
題
が
生
じ
て
い
た
。
第
一
の
問
題
は
、
建
設
さ
れ
た
路
線

が
イ
ギ
リ
ス
側
が
想
定
し
て
い
た
よ
り
も
遥
か
に
劣
悪
な
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
技
術
者
が
湯
寿
潜

ら
に
よ
る
妨
害
の
た
め
に
作
業
を
監
督
出
来
な
か
っ
た
だ
け
で
な

く
、
中
国
産
の
資
材
を
購
入
・
使
用
し
て
い
た
こ
と
も
大
き
な
要

因
と
な
っ
て
い
た
。
劣
悪
な
路
線
は
イ
ギ
リ
ス
が
期
待
し
て
い
た

だ
け
の
速
度
と
運
搬
力
を
有
し
て
お
ら
ず
、
収
益
が
借
款
の
元
利

支
払
に
不
足
す
る
恐
れ
が
あ
っ
た
（
４１
）
。

第
二
の
問
題
は
、
江
蘇
鉄
路
公
司
が
ド
イ
ツ
製
の
車
両
を
「
不

正
」
に
入
札
し
た
こ
と
で
あ
る
。
江
蘇
鉄
路
公
司
で
は
車
両
を
購

入
す
る
際
に
入
札
方
式
を
採
用
し
た
。
入
札
に
際
し
て
は
最
終
的

に
最
安
値
を
付
け
た
ド
イ
ツ
の
カ
ル
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
商
会
の
他
、
日

本
の
三
井
物
産
や
イ
ギ
リ
ス
の
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
・
マ
セ
ソ
ン
商
会

等
が
参
加
し
た
が
、
こ
の
時
に
入
札
を
告
知
す
る
広
告
が
配
布
さ

れ
ず
、
更
に
イ
ギ
リ
ス
に
対
し
て
は
入
札
日
の
通
達
が
遅
過
ぎ
て

十
分
な
準
備
が
不
可
能
で
あ
っ
た
、
と
上
海
総
領
事
の
ウ
ォ
ー
レ

ン
は
報
告
し
て
い
る
。
こ
の
事
態
に
つ
い
て
江
蘇
鉄
路
公
司
総
理

の
王
清
穆
か
ら
は
、
公
司
は
す
で
に
イ
ギ
リ
ス
製
の
橋
梁
や
セ
メ

ン
ト
等
の
資
材
を
購
入
し
て
お
り
、
今
後
も
こ
れ
を
続
け
る
予
定

で
あ
り
、
意
図
的
に
イ
ギ
リ
ス
製
品
を
差
別
し
て
い
る
の
で
は
な

い
と
の
応
対
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
中
で
「
不
正
」
入
札
問
題
の
真

否
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
（
４２
）
。

こ
の
二
つ
の
問
題
は
、
資
材
を
購
入
す
る
際
に
借
款
に
よ
っ
て

導
入
さ
れ
た
資
本
を
効
率
的
に
運
用
出
来
な
か
っ
た
と
い
う
点
か

ら
ジ
ョ
ル
ダ
ン
に
批
判
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
建
築
資
材
は
そ
の

品
質
が
他
国
の
そ
れ
と
差
が
無
い
場
合
は
イ
ギ
リ
ス
の
も
の
を
優

先
し
て
購
入
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
た
借
款
契
約
第
一
八
条
に
違
反

し
て
い
る
と
し
て
抗
議
さ
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
、
支
払
わ

れ
た
資
本
は
あ
く
ま
で
借
款
契
約
に
従
っ
て
、
ま
た
当
然
の
こ
と

な
が
ら
イ
ギ
リ
ス
の
利
益
に
繋
が
る
よ
う
に
運
用
さ
れ
る
こ
と
が

望
ま
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。

第
三
の
問
題
は
、
会
計
監
査
が
湯
寿
潜
の
監
視
下
で
行
わ
れ
て

史
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お
り
非
公
開
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
滬
杭
甬
鉄
道
全
線
の

会
計
部
門
の
人
事
は
湯
寿
潜
の
影
響
下
で
決
定
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
目
的
は
資
本
運
用
の
実
態
が
外
部
に
漏
洩
す
る
の
を
防
ぐ
た
め

で
あ
っ
た
（
４３
）
。

以
上
の
三
点
か
ら
理
解
出
来
る
通
り
、
現
地
に
お
け
る
借
款
資

本
の
運
用
に
は
多
々
問
題
が
生
じ
て
い
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
は
こ
れ

を
直
接
監
査
す
る
こ
と
が
出
来
ず
に
い
た
。

四
「
後
期
自
�
建
設
派
」
に
対
す
る
中
英
両
国
の
対
応

（
一
）
郵
伝
部
鉄
路
総
局
局
長
梁
士
詒
の
対
応

ブ
ラ
ン
ド
は
、
こ
の
状
況
を
打
破
す
る
た
め
に
は
郵
伝
部
が
現

地
の
鉄
路
公
司
か
ら
鉄
道
事
業
の
主
導
権
を
奪
回
せ
ね
ば
な
ら
な

い
と
ジ
ョ
ル
ダ
ン
に
提
言
し
た
。
こ
れ
以
降
一
九
一
〇
年
一
一
月

三
日
に
至
る
ま
で
、
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
は
契
約
の
履
行
に
向
け
て
、

郵
伝
部
の
政
治
的
発
言
力
の
強
化
を
目
指
し
て
対
中
交
渉
に
臨
む

よ
う
に
な
っ
た
（
４４
）
。

鉄
道
建
設
の
主
導
権
を
保
持
し
て
い
た
の
は
「
後
期
自
�
建
設

派
」
で
あ
り
、
そ
の
代
表
格
の
湯
寿
潜
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て

イ
ギ
リ
ス
は
、
郵
伝
部
に
主
導
権
を
取
り
戻
さ
せ
る
た
め
の
具
体

的
な
方
策
と
し
て
、
湯
寿
潜
の
失
脚
を
考
え
る
に
至
っ
た
。
一
九

〇
九
年
三
月
一
七
日
、
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
・
マ
セ
ソ
ン
商
会
は
ブ
ラ

ン
ド
に
、
滬
杭
甬
鉄
道
借
款
の
契
約
が
忠
実
に
履
行
さ
れ
な
い
こ

と
に
つ
い
て
「
浙
江
公
司
は
全
て
の
問
題
の
最
大
の
原
動
力
で
あ

る
」
と
伝
え
た
（
４５
）
。
ブ
ラ
ン
ド
も
ま
た
、
ジ
ョ
ル
ダ
ン
に
「
中
国
が

全
て
の
問
題
を
解
決
す
る
唯
一
の
方
法
は
、
湯
寿
潜
を
逮
捕
し
、

岐
路
に
立
た
せ
る
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
４６
）
。
借
款
契
約
が

正
常
に
履
行
さ
れ
る
か
否
か
は
、
湯
寿
潜
の
鉄
道
業
務
に
関
す
る

実
権
を
剥
奪
出
来
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
清
朝
政
府
は
、
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
か
ら
事
態
の
解
決

を
強
く
迫
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
当
時
、「
後
期
自
�
建
設

派
」
へ
の
対
応
を
主
と
し
て
担
っ
て
い
た
の
は
盛
宣
懐
（
一
八
四

四
―
一
九
一
六
）
が
強
い
影
響
力
を
持
つ
郵
伝
部
で
あ
り
、
イ
ギ

リ
ス
と
交
渉
し
つ
つ
具
体
的
な
対
策
を
練
り
上
げ
て
い
た
の
は
郵

伝
部
鉄
路
総
局
局
長
の
梁
士
詒
（
一
八
六
九
―
一
九
三
三
）
で
あ

っ
た
。
梁
士
詒
は
借
款
契
約
の
署
名
に
加
わ
っ
て
お
り
、
辛
亥
革

命
後
も
交
通
関
係
の
要
職
を
歴
任
し
た
人
物
で
あ
る
。

梁
士
詒
は
、「
後
期
自
�
建
設
派
」
が
こ
れ
ま
で
に
収
集
し
た

資
本
が
完
全
に
消
費
さ
れ
る
の
を
待
つ
こ
と
を
提
案
し
た
。
当
時

す
で
に
両
省
の
鉄
路
公
司
に
は
全
線
竣
工
に
十
分
な
資
本
は
残
っ

て
い
な
か
っ
た
が
、
公
司
の
運
営
自
体
が
不
可
能
に
な
る
ま
で
に

は
困
窮
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
梁
士
詒
は
、
先
ず
そ
の
残
存

滬
杭
甬
鉄
道
借
款
契
約
の
実
効
性
を
巡
る
イ
ギ
リ
ス
と
地
方
の
関
係

一
九
（
四
〇
一
）



し
た
資
本
が
底
を
つ
き
公
司
の
運
営
が
立
ち
行
か
な
く
な
る
の
を

待
ち
、
郵
伝
部
か
ら
借
款
の
転
貸
を
受
け
ざ
る
を
え
な
く
な
る
よ

う
に
す
る
こ
と
を
考
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
考
え
は
、
以
降
の
郵

伝
部
に
よ
る
「
後
期
自
�
建
設
派
」
対
策
の
基
幹
と
な
っ
た
（
４７
）
。

続
い
て
梁
士
詒
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
意
向
に
沿
う
形
で
湯
寿
潜
に

対
し
て
政
治
的
な
圧
力
を
加
え
て
鉄
道
業
務
か
ら
排
斥
す
る
こ
と

を
提
案
し
た
。
手
始
め
と
し
て
、
湯
寿
潜
は
両
淮
塩
運
使
の
職
を

剥
奪
さ
れ
た
。
両
淮
塩
運
使
は
当
時
有
数
の
巨
利
を
見
込
め
る
役

職
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
湯
寿
潜
の
経
済
力
も
削
減
さ
れ
た
。
ま

た
、
借
款
の
利
子
は
滬
杭
甬
線
建
設
後
の
収
益
と
い
う
極
め
て
不

安
定
な
未
来
収
入
で
あ
っ
た
こ
と
も
こ
の
問
題
と
関
係
し
て
い
る
。

鉄
道
建
設
が
「
後
期
自
�
建
設
派
」
の
抵
抗
に
よ
っ
て
遅
々
と
し

て
進
ま
な
い
中
、
清
朝
政
府
は
確
実
な
返
済
財
源
と
し
て
塩
税
収

入
を
こ
れ
に
充
て
る
こ
と
と
、
そ
れ
に
伴
う
両
淮
塩
の
値
上
げ
を

企
図
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
４８
）
。
尚
、
こ
の
動
き
は
宣
統
年
間
に
お
け

る
塩
政
の
中
央
集
権
化
の
一
面
と
い
う
性
格
も
有
し
て
い
る
（
４９
）
。

更
に
清
朝
政
府
は
一
九
〇
九
年
八
月
一
四
日
に
上
諭
を
下
し
て

湯
寿
潜
を
雲
南
提
法
使
に
任
命
し
、
滬
杭
甬
鉄
道
に
関
す
る
業
務

か
ら
遠
ざ
け
る
こ
と
を
試
み
た
。
郵
伝
部
は
浙
江
鉄
路
公
司
に
対

し
て
別
に
総
理
を
選
出
す
る
よ
う
命
じ
た
が
、「
後
期
自
�
建
設

派
」
は
こ
れ
を
拒
絶
し
、
逆
に
清
朝
政
府
に
対
し
て
湯
寿
潜
の
雲

南
赴
任
の
撤
回
を
要
請
し
た
（
５０
）
。
こ
の
際
に
も
『
申
報
』
を
中
心
と

し
て
形
成
さ
れ
た
「
世
論
」
は
湯
寿
潜
の
留
任
を
強
く
求
め
た
（
５１
）
。

そ
の
後
湯
寿
潜
が
実
際
に
雲
南
に
赴
任
す
る
こ
と
は
な
く
、
梁

士
詒
は
次
の
対
策
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
湯
寿
潜
自
身
、

雲
南
へ
の
異
動
を
回
避
す
る
こ
と
に
自
信
を
持
っ
て
お
り
、
鉄
道

業
務
へ
の
早
期
復
帰
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
（
５２
）
。

続
い
て
清
朝
政
府
は
一
九
〇
九
年
一
一
月
二
八
日
の
上
諭
で
湯

寿
潜
を
江
西
提
学
使
に
任
命
し
、
浙
江
鉄
路
公
司
職
か
ら
解
任
し

た
。
そ
の
狙
い
は
雲
南
提
法
使
に
任
命
し
た
時
と
同
様
に
滬
杭
甬

鉄
道
か
ら
彼
を
引
き
離
す
こ
と
に
あ
っ
た
（
５３
）
。
こ
れ
に
対
し
て
も
、

や
は
り
『
申
報
』
か
ら
湯
寿
潜
の
留
任
を
求
め
る
声
が
多
く
上
が

っ
た
（
５４
）
。『
時
報
』
か
ら
も
同
様
に
湯
寿
潜
が
滬
杭
甬
線
の
業
務
か

ら
離
れ
る
こ
と
へ
の
懸
念
が
述
べ
ら
れ
た
。
彼
ら
は
清
朝
政
府
の

人
事
が
中
央
集
権
的
で
あ
り
、
地
方
自
治
を
侵
害
す
る
も
の
と
し

て
批
判
し
て
い
た
（
５５
）
。

湯
寿
潜
の
江
西
提
学
使
任
命
に
ま
つ
わ
る
問
題
で
重
要
な
の
は
、

そ
れ
ま
で
「
後
期
自
�
建
設
派
」
と
は
異
な
り
借
款
の
導
入
に
肯

定
的
で
あ
っ
た
上
海
商
務
総
会
系
地
方
有
力
者
の
数
名
が
、
こ
れ

を
機
に
湯
寿
潜
の
留
任
を
支
持
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
代
表
格
は
前
出
の
李
厚
裕
で
あ
る
（
５６
）
。
彼
ら
が
湯
寿
潜
の
解
任

に
異
議
を
唱
え
た
理
由
は
、
自
�
建
設
を
開
始
し
て
以
来
の
公
司

史
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の
悩
み
で
あ
る
資
本
調
達
の
難
航
に
あ
っ
た
。

（
二
）「
後
期
自
�
建
設
派
」
と
上
海
商
務
総
会
系
地
方
有
力
者
の

協
調

象
山
軍
港
の
設
立
に
よ
っ
て
清
朝
政
府
内
部
で
杭
州
―
寧
波
間

鉄
道
の
重
要
性
は
高
ま
っ
て
い
た
。
当
時
郵
伝
部
は
今
後
一
〇
年

の
内
に
全
国
鉄
道
網
を
整
備
す
べ
く
そ
の
予
定
を
ま
と
め
た
も
の

を
公
開
し
て
い
た
が
、
そ
の
中
で
杭
州
―
寧
波
間
線
は
一
九
一
〇

年
中
に
着
工
し
、
翌
年
に
は
開
通
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
ま
た
郵

伝
部
は
北
京
に
滞
在
中
の
湯
寿
潜
に
対
し
て
、
一
年
以
内
に
杭
州

―
寧
波
間
を
開
通
で
き
れ
ば
滬
杭
甬
鉄
道
の
官
�
化
を
と
り
や
め

る
と
告
げ
た
（
５８
）
。
し
か
し
浙
江
鉄
路
公
司
に
は
予
定
さ
れ
て
い
た
全

線
を
竣
工
す
る
だ
け
の
資
本
は
無
く
、
郵
伝
部
の
全
国
鉄
道
網
整

備
計
画
に
従
っ
た
経
営
は
困
難
で
あ
り
、
い
ず
れ
公
司
の
経
営
そ

の
も
の
が
立
ち
行
か
な
く
な
る
こ
と
は
明
白
で
あ
っ
た
。

資
本
不
足
に
苦
し
む
公
司
に
と
っ
て
最
後
の
頼
み
の
綱
と
な
っ

て
い
た
も
の
は
、
湯
寿
潜
が
持
つ
圧
倒
的
な
名
声
で
あ
っ
た
。
彼

の
名
声
は
利
権
回
収
運
動
を
通
じ
て
高
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
影
響

力
は
広
く
香
港
に
ま
で
波
及
し
て
い
た
。
ま
た
、
湯
寿
潜
は
浙
江
、

広
東
、
福
建
を
繋
ぐ
「
東
南
鉄
道
大
計
画
」
を
提
言
し
、
こ
れ
ら

の
省
で
公
司
の
株
式
の
購
入
を
求
め
る
演
説
を
行
う
な
ど
、
浙
江

省
の
み
に
留
ま
ら
な
い
活
発
な
動
き
を
見
せ
て
い
た
。
こ
う
し
た

湯
寿
潜
の
宣
伝
活
動
は
広
東
省
を
中
心
に
広
く
好
意
的
に
受
け
止

め
ら
れ
た
（
５９
）
。
こ
の
よ
う
な
湯
寿
潜
の
高
い
名
声
が
株
主
達
の
公
司

の
経
営
に
対
す
る
信
頼
を
繋
ぎ
止
め
て
お
り
、
引
い
て
は
公
司
の

経
営
が
完
全
に
破
綻
す
る
こ
と
を
防
い
で
い
た
（
６０
）
。

し
た
が
っ
て
、
湯
寿
潜
の
総
理
職
か
ら
の
解
任
は
公
司
の
資
本

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
先
ず
、
株
主
が
公
司

の
経
営
の
前
途
に
不
安
を
抱
き
現
金
払
込
に
躊
躇
す
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
元
々
株
主
達
は
現
金
払
込
に
極
め
て

消
極
的
で
あ
り
、
公
司
側
が
払
込
に
期
限
を
設
け
て
も
そ
れ
を
順

守
す
る
者
は
少
数
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
株
主
達
の
行
動
が
公
司

の
資
本
不
足
の
要
因
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
傾
向
が
湯
寿
潜
の
解
任

に
よ
っ
て
さ
ら
に
強
ま
っ
た
の
で
あ
る
（
６１
）
。

続
い
て
、
杭
州
―
寧
波
間
線
の
着
工
に
あ
た
り
湯
寿
潜
が
演
説

を
行
っ
て
募
集
し
た
紹
興
と
寧
波
の
株
主
が
、
頻
繁
に
株
式
購
入

の
予
約
を
取
り
消
す
よ
う
に
な
っ
た
。
公
司
は
こ
れ
ま
で
、
膨
大

な
額
の
株
式
の
購
入
予
約
数
を
『
申
報
』
等
に
掲
載
す
る
こ
と
で

自
社
の
経
営
が
良
好
で
あ
る
と
訴
え
て
い
た
が
、
そ
の
予
約
額
面

に
ま
で
陰
り
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
湯
寿
潜
の
株

式
購
入
を
求
め
る
演
説
は
他
省
で
も
行
わ
れ
た
が
、
特
に
重
視
さ

れ
た
の
は
広
東
で
あ
っ
た
。
広
東
で
は
メ
キ
シ
コ
ド
ル
に
し
て
合

滬
杭
甬
鉄
道
借
款
契
約
の
実
効
性
を
巡
る
イ
ギ
リ
ス
と
地
方
の
関
係

二
一
（
四
〇
三
）



計
一
〇
〇
万
ド
ル
の
出
資
（
株
式
購
入
予
約
と
現
金
払
込
の
ど
ち

ら
を
指
す
か
は
不
明
）
を
獲
得
出
来
た
と
さ
れ
る
が
、
彼
の
解
任

に
伴
い
出
資
者
か
ら
取
り
止
め
の
申
込
が
生
じ
た
。

最
後
に
、
湯
寿
潜
の
解
任
を
境
に
新
規
の
株
主
が
現
れ
な
く
な

っ
た
。
こ
の
事
態
に
対
し
て
浙
江
鉄
路
公
司
は
今
後
新
規
に
売
り

出
す
株
式
に
購
入
特
典
を
付
け
る
こ
と
を
考
え
た
が
、
新
旧
ど
ち

ら
の
株
の
購
入
者
で
あ
っ
て
も
鉄
道
に
関
す
る
利
害
は
同
じ
で
あ

る
こ
と
か
ら
取
り
止
め
と
な
り
、
株
主
の
新
規
開
拓
に
有
効
な
対

応
を
示
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
（
６２
）
。

こ
の
よ
う
に
、
出
資
者
は
公
司
で
は
な
く
あ
く
ま
で
湯
寿
潜
個

人
を
信
用
し
て
出
資
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
湯
寿
潜
が
公
司
の

経
営
不
振
か
ら
辞
任
を
願
い
出
て
い
た
一
九
〇
九
年
九
月
に
、
浙

江
省
で
開
か
れ
た
全
浙
保
路
大
会
に
お
け
る
湯
寿
潜
の
留
任
を
求

め
る
声
に
端
的
に
表
れ
て
い
る
（
６３
）
。

湯
寿
潜
総
理
は
公
正
無
私
な
の
で
人
の
信
用
を
得
て
い
る
。

湯
寿
潜
が
留
任
す
れ
ば
株
式
分
の
〔
資
本
の
〕
収
集
は
容
易

で
あ
り
、
湯
寿
潜
が
去
れ
ば
現
金
払
込
は
さ
れ
難
く
な
る
。

浙
江
鉄
路
公
司
と
そ
の
構
成
員
で
あ
る
地
方
有
力
者
に
と
っ
て
、

湯
寿
潜
は
公
司
の
残
り
僅
か
な
資
本
を
繋
ぎ
と
め
る
た
め
に
必
要

な
人
物
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
特
に
湯
寿
潜
と
対
立
し
て
い
た
上
海

商
務
総
会
系
地
方
有
力
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
浙
江
鉄
路

公
司
の
董
事
局
は
、
公
司
の
運
営
を
成
り
立
た
せ
る
だ
け
の
資
本

を
調
達
す
る
に
は
湯
寿
潜
が
総
理
職
に
留
ま
る
必
要
が
あ
る
こ
と

を
理
解
し
て
い
た
。
彼
ら
は
湯
寿
潜
の
留
任
を
望
む
一
方
で
彼
に

副
官
を
付
け
る
こ
と
で
総
理
職
の
権
限
を
有
名
無
実
の
も
の
に
し

よ
う
と
考
え
て
い
た
。
つ
ま
り
、
湯
寿
潜
が
鉄
道
業
務
の
主
導
権

を
握
っ
て
い
る
こ
と
が
不
満
で
あ
っ
て
も
、
彼
が
解
任
さ
れ
る
こ

と
に
は
反
対
だ
っ
た
の
で
あ
る
。「
部
借
部
還
」
以
降
湯
寿
潜
と

対
立
関
係
に
あ
っ
た
上
海
商
務
総
会
系
地
方
有
力
者
に
と
っ
て
、

湯
寿
潜
の
総
理
職
留
任
は
資
本
調
達
の
面
で
有
為
で
あ
る
限
り
必

要
な
も
の
で
あ
っ
た
（
６４
）
。

浙
江
鉄
路
公
司
は
、
上
海
商
務
総
会
系
の
幹
部
と
「
後
期
自
�

建
設
派
」
の
協
調
の
下
で
、
清
朝
政
府
に
対
し
て
湯
寿
潜
の
不
在

が
外
国
人
技
術
者
に
よ
る
鉄
道
行
政
の
腐
敗
を
招
い
て
お
り
彼
の

早
期
復
職
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
主
張
し
た
（
６５
）
。

湯
寿
潜
の
江
西
赴
任
を
巡
る
対
立
は
、
ま
た
も
地
方
の
勝
利
に

終
わ
っ
た
。
清
朝
政
府
は
一
九
一
〇
年
二
月
二
八
日
に
湯
寿
潜
の

辞
任
要
求
を
受
け
入
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
湯
寿
潜
は
総
理
職
に
復

帰
し
た
。
こ
れ
は
ジ
ョ
ル
ダ
ン
に
も
予
測
し
得
て
い
た
事
態
で
あ

り
、
当
時
の
情
勢
を
知
る
者
で
あ
れ
ば
想
定
の
範
囲
内
の
結
果
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
（
６６
）
。

こ
の
よ
う
に
、
湯
寿
潜
は
中
央
政
府
で
あ
る
清
朝
の
人
事
命
令

史
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に
真
正
面
か
ら
抵
抗
し
、
し
か
も
優
位
を
保
ち
続
け
て
い
た
の
で

あ
る
（
６７
）
。
湯
寿
潜
に
対
し
て
他
の
役
職
を
与
え
る
こ
と
で
滬
杭
甬
鉄

道
の
経
営
か
ら
遠
ざ
け
る
こ
と
は
難
し
い
と
判
断
し
た
清
朝
政
府

は
、
一
九
一
〇
年
八
月
二
三
日
に
、
当
時
湯
寿
潜
が
行
っ
て
い
た

盛
宣
懐
に
対
す
る
批
難
を
讒
言
で
あ
る
と
し
て
、
上
諭
に
よ
っ
て

改
め
て
総
理
職
か
ら
解
任
し
た
（
６８
）
。
他
の
役
職
に
任
命
さ
れ
る
こ
と

は
な
く
、
こ
れ
に
よ
り
湯
寿
潜
は
官
界
か
ら
追
放
さ
れ
た
と
言
え

る
。
こ
の
決
定
は
、
清
朝
政
府
が
借
款
資
本
の
導
入
を
望
ん
で
い

る
こ
と
を
改
め
て
表
明
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
（
６９
）
。
し
か
し
、
こ
の

上
諭
に
よ
っ
て
も
湯
寿
潜
の
滬
杭
甬
鉄
道
に
対
す
る
影
響
力
を
払

拭
す
る
こ
と
は
出
来
ず
、
そ
の
後
も
清
朝
政
府
は
彼
の
総
理
職
復

帰
を
め
ぐ
り
地
方
と
対
立
を
続
け
る
こ
と
と
な
っ
た
（
７０
）
。

借
款
契
約
が
締
結
さ
れ
た
一
九
〇
八
年
三
月
六
日
以
降
、
清
朝

政
府
は
中
央
・
地
方
間
で
合
意
を
形
成
す
る
こ
と
に
失
敗
し
続
け

て
い
た
。
契
約
締
結
か
ら
お
よ
そ
二
年
半
後
に
出
さ
れ
た
湯
寿
潜

に
対
す
る
他
の
役
職
へ
の
任
命
を
伴
わ
な
い
総
理
職
解
任
の
上
諭

は
、
清
朝
政
府
が
最
終
的
に
強
硬
な
姿
勢
を
選
択
せ
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
状
況
を
象
徴
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

地
方
有
力
者
と
の
合
意
を
見
出
せ
な
く
な
っ
た
清
朝
政
府
は
、

江
蘇
鉄
路
公
司
へ
の
介
入
を
企
図
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

湯
寿
潜
が
強
い
影
響
力
を
持
つ
浙
江
鉄
路
公
司
で
は
な
く
、
先
ず

江
蘇
鉄
路
公
司
に
対
す
る
郵
伝
部
の
発
言
力
を
高
め
、
滬
杭
甬
鉄

道
全
体
に
対
す
る
影
響
力
を
次
第
に
大
き
く
し
、
最
終
的
に
は
浙

江
鉄
路
公
司
も
実
質
的
に
郵
伝
部
の
傘
下
に
収
め
る
と
い
う
考
え

で
あ
る
（
７１
）
。

具
体
策
と
し
て
江
蘇
鉄
路
公
司
の
株
式
を
郵
伝
部
が
買
い
上
げ

る
計
画
が
立
ち
あ
げ
ら
れ
、
江
蘇
鉄
路
公
司
は
こ
れ
を
前
向
き
に

検
討
し
て
い
た
。
そ
の
背
景
に
は
江
蘇
鉄
路
公
司
の
経
営
陣
が
収

支
の
問
題
か
ら
、
上
海
以
南
の
「
南
線
」
に
当
た
る
滬
杭
甬
鉄
道

か
ら
「
北
線
」
で
あ
る
滬
寧
鉄
道
に
経
営
の
主
眼
を
置
き
か
え
つ

つ
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
（
７２
）
。

梁
士
詒
は
江
蘇
鉄
路
公
司
の
株
式
を
購
入
す
る
資
金
と
し
て
、

当
時
中
英
公
司
の
代
表
を
務
め
て
い
た
メ
イ
ヤ
ー
ズ
（
一
八
七
三

―
一
九
三
四
）
に
借
款
か
ら
二
〇
〇
万
両
を
前
借
り
す
る
こ
と
を

提
案
し
た
（
７３
）
。
梁
士
詒
の
提
案
に
対
す
る
メ
イ
ヤ
ー
ズ
の
反
応
は
消

極
的
で
あ
っ
た
（
７４
）
。

メ
イ
ヤ
ー
ズ
は
江
蘇
公
司
の
株
式
買
い
上
げ
に
つ
い
て
、
そ
れ

を
達
成
す
る
ま
で
の
期
限
と
貸
付
金
二
〇
〇
万
両
に
対
す
る
個
別

の
担
保
の
保
障
が
望
ま
し
く
、
期
限
を
超
過
し
た
場
合
に
は
郵
伝

部
が
滬
杭
甬
鉄
道
を
国
営
化
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
た
（
７５
）
。
こ
う
し

た
メ
イ
ヤ
ー
ズ
の
消
極
的
な
反
応
に
は
、
こ
の
時
期
に
は
前
述
の

三
点
か
ら
な
る
借
款
運
用
上
の
問
題
か
ら
資
本
輸
出
自
体
に
対
し

滬
杭
甬
鉄
道
借
款
契
約
の
実
効
性
を
巡
る
イ
ギ
リ
ス
と
地
方
の
関
係

二
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て
疑
問
を
抱
く
傾
向
が
イ
ギ
リ
ス
側
に
あ
っ
た
こ
と
が
強
く
影
響

し
て
い
た
。
特
に
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
内
部
で
は
、
ジ
ョ
ル
ダ
ン
を

中
心
に
借
款
の
一
時
凍
結
が
議
論
さ
れ
る
程
に
、
借
款
契
約
に
対

す
る
信
頼
が
失
わ
れ
て
い
た
（
７６
）
。

以
上
の
よ
う
に
、
清
朝
政
府
と
イ
ギ
リ
ス
は
そ
の
目
的
と
す
る

と
こ
ろ
が
「
後
期
自
�
建
設
派
」
の
排
除
と
い
う
点
で
一
致
し
て

い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
効
果
的
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
出
来
な

か
っ
た
。
清
朝
政
府
は
イ
ギ
リ
ス
と
地
方
の
双
方
か
ら
孤
立
し
、

借
款
契
約
を
忠
実
に
履
行
す
る
こ
と
が
極
め
て
困
難
な
状
況
が
生

じ
て
い
た
と
言
え
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
滬
杭
甬
鉄
道
借
款
契
約
の
履
行
を
め
ぐ
る
清
朝
、

イ
ギ
リ
ス
、
そ
し
て
地
方
有
力
者
の
三
者
の
間
に
存
在
し
た
複
雑

な
錯
綜
し
た
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
こ
の
議
論
か
ら
、
大
別

し
て
三
点
の
清
末
期
中
国
の
歴
史
的
特
徴
の
一
端
を
見
出
せ
よ
う
。

第
一
に
、
鉄
道
借
款
の
契
約
は
政
府
間
で
締
結
さ
れ
る
が
、
清

末
期
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
必
ず
し
も
実
効
性
を
伴
う
も
の
と
は

限
ら
な
か
っ
た
点
で
あ
る
。
滬
杭
甬
鉄
道
の
場
合
で
は
、
借
款
契

約
を
履
行
す
る
た
め
に
は
地
方
の
抵
抗
勢
力
と
妥
協
す
る
か
、
ま

た
は
こ
れ
を
抑
圧
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
清
朝
政
府
は
ま
ず
前
者

に
取
り
組
み
、
そ
の
努
力
は
「
存
款
章
程
」
の
締
結
と
い
う
形
で

実
を
結
ん
だ
が
、
効
果
は
芳
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
逆
に
、

「
存
款
章
程
」
に
定
め
ら
れ
た
郵
伝
部
と
両
鉄
路
公
司
の
借
款
の

支
払
期
限
に
つ
い
て
の
規
定
が
「
後
期
自
�
建
設
派
」
の
活
動
を

正
当
化
す
る
論
理
と
し
て
働
い
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
皮
肉
と
言
え

る
。
地
方
と
の
妥
協
に
失
敗
し
た
清
朝
政
府
は
、
続
い
て
イ
ギ
リ

ス
か
ら
借
款
を
前
借
り
し
、
そ
の
資
金
で
江
蘇
鉄
路
公
司
の
経
営

に
介
入
し
、
引
い
て
は
滬
杭
甬
鉄
道
全
線
に
対
し
て
影
響
力
を
持

つ
こ
と
を
企
図
し
た
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
側
は
本
国
外
務
省
を

中
心
に
、
鉄
道
建
設
・
経
営
に
お
い
て
清
朝
政
府
が
地
方
よ
り
も

実
質
的
に
上
位
の
権
力
を
持
た
な
い
こ
と
と
、
借
款
と
し
て
投
入

し
た
資
金
の
管
理
が
十
分
に
行
え
な
い
こ
と
か
ら
、
前
借
り
に
対

し
て
消
極
的
な
態
度
を
示
し
た
。
地
方
の
動
向
は
イ
ギ
リ
ス
の
外

交
姿
勢
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
と
言
え
る
。
地
方
と
列

強
の
間
に
は
直
接
的
な
交
渉
こ
そ
無
か
っ
た
が
、
そ
の
関
係
が
借

款
を
め
ぐ
る
国
家
間
交
渉
の
行
方
を
左
右
し
て
い
た
こ
と
に
留
意

す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

第
二
に
、
清
末
期
の
地
方
有
力
者
が
政
府
間
決
定
に
抵
抗
出
来

る
ほ
ど
の
政
治
力
を
有
し
て
い
た
点
で
あ
る
。
多
く
の
先
行
研
究

が
す
で
に
明
ら
か
に
し
て
き
た
よ
う
に
、
宣
統
年
間
に
お
い
て
は

史

学

第
七
八
巻

第
四
号

二
四
（
四
〇
六
）



清
朝
中
央
政
府
の
政
治
・
経
済
力
の
弱
体
化
と
対
照
的
に
地
方
が

成
長
し
、
中
央
の
政
策
が
地
方
の
末
端
ま
で
行
き
届
く
こ
と
が
少

な
く
な
っ
て
い
た
。
本
稿
が
考
察
対
象
と
し
た
滬
杭
甬
鉄
道
を
め

ぐ
る
問
題
の
場
合
、
地
方
有
力
者
の
経
済
力
は
公
司
の
経
営
状
態

を
見
る
限
り
中
央
の
政
策
方
針
に
応
え
う
る
だ
け
の
規
模
で
は
な

か
っ
た
が
、
そ
の
政
治
力
は
湯
寿
潜
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
清

朝
政
府
が
列
強
と
の
間
で
締
結
し
た
借
款
契
約
の
履
行
す
ら
も
困

難
に
す
る
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
外
務
省
は
、
借
款
契
約
締
結
以
前
か
ら
、
現
地
の
鉄

道
業
務
に
つ
い
て
清
朝
政
府
が
地
方
有
力
者
よ
り
も
実
質
的
に
優

位
で
な
け
れ
ば
契
約
を
履
行
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
認
識
し
て
お

り
、
そ
の
た
め
に
清
朝
政
府
に
地
方
へ
の
対
策
を
迫
っ
て
い
た
。

イ
ギ
リ
ス
外
務
省
の
懸
念
は
地
方
の
優
位
性
を
理
解
し
た
上
の
も

の
で
あ
り
、
そ
の
認
識
に
基
づ
い
て
対
中
交
渉
が
展
開
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
理
解
出
来
よ
う
。

第
三
に
、
い
わ
ゆ
る
「
西
洋
の
衝
撃
」
に
代
表
さ
れ
る
列
強
の

「
強
大
さ
」
に
対
す
る
疑
問
で
あ
る
。「
西
洋
の
衝
撃
」
に
見
ら
れ

る
清
末
期
に
お
け
る
列
強
の
圧
倒
的
な
政
治
・
経
済
・
軍
事
力
は
、

対
中
外
交
に
お
い
て
こ
そ
強
く
機
能
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
外

交
交
渉
の
結
果
と
し
て
実
施
さ
れ
る
政
策
の
実
効
性
ま
で
も
保
証

す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
滬
杭
甬
鉄

道
に
関
す
る
清
朝
、
イ
ギ
リ
ス
、
地
方
有
力
者
の
三
者
の
対
立
を

見
る
限
り
、
清
朝
政
府
が
効
率
的
な
鉄
道
政
策
を
実
施
す
る
上
で

イ
ギ
リ
ス
の
資
本
と
技
術
に
期
待
せ
ざ
る
を
え
ず
、
そ
の
た
め
に

借
款
契
約
の
締
結
に
踏
み
切
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
（
７７
）
。
し
か
し
、

現
地
に
お
け
る
滬
杭
甬
鉄
道
の
建
設
・
経
営
に
対
し
て
、
イ
ギ
リ

ス
の
影
響
力
は
借
款
契
約
を
め
ぐ
る
紛
糾
し
た
事
態
を
解
決
出
来

る
ほ
ど
に
強
い
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
本
稿
の
事
例
で
は
、
状

況
を
左
右
す
る
根
本
的
な
要
因
は
概
ね
地
方
の
側
に
有
っ
た
。
こ

こ
か
ら
、
清
朝
の
最
晩
年
に
お
い
て
は
列
強
の
「
強
大
さ
」
が
地

方
に
直
接
何
ら
か
の
圧
力
と
し
て
影
響
す
る
と
は
限
ら
な
か
っ
た

こ
と
が
理
解
出
来
る
だ
ろ
う
。

註（
１
）
本
稿
で
は
借
款
契
約
が
締
結
さ
れ
た
日
付
を
貸
し
手
で
あ
る
イ

ギ
リ
ス
側
の
暦
で
数
え
た
た
め
、
便
宜
上
時
系
列
を
西
暦
で
表
す

こ
と
と
し
た
。

（
２
）

Leonard
K
enneth

Y
oung

B
ritish

policy
in

C
hina

,
1895

�1902

（C
larendon

Press,1970

）.

（
３
）

E
-tu

Zen
Sun

C
hinese

railw
ays

and
B
ritish

interests,
1898

�1911

（K
ing’s

C
row

n
Press,

1954

）;M
ary

B
ackus

R
ankin

E
lite

activism
and

political
transform

ation
in

C
hina

:Zhejiang
Province,

1865

�1911

（Stanford
U
niversity

Press,
1986

）;Lee
en-han

C
hina’s

quest
for

railw
ay

auton-

滬
杭
甬
鉄
道
借
款
契
約
の
実
効
性
を
巡
る
イ
ギ
リ
ス
と
地
方
の
関
係

二
五
（
四
〇
七
）



om
y
904

�1911

（Singapore
U
niversity

Press,1977

）,

�
汝
成

（
依
田
憙
家
訳
）『
帝
国
主
義
と
中
国
の
鉄
道
』（
龍
渓
書
舎
、
一
九

八
七
年
）、
千
葉
正
史
『
近
代
交
通
体
系
と
清
帝
国
の
変
貌
』（
日

本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
六
年
）
等
。

（
４
）
拙
稿
「
光
緒
新
政
期
鉄
道
政
策
に
お
け
る
借
款
の
再
評
価
と
そ

の
経
緯
」（『
史
潮
』
新
六
四
号
、
二
〇
〇
八
年
一
一
月
）。

（
５
）
栗
林
幸
雄
「
浙
江
鉄
路
公
司
研
究
に
つ
い
て
の
覚
書
―
地
域
エ

リ
ー
ト
の
政
治
活
動
―
」（『
史
峯
』
第
一
〇
号
、
二
〇
〇
四
年
二

月
）、
拙
稿
前
掲
「
光
緒
新
政
期
鉄
道
政
策
に
お
け
る
借
款
の
再
評

価
と
そ
の
経
緯
」。

（
６
）
拙
稿
前
掲
「
光
緒
新
政
期
鉄
道
政
策
に
お
け
る
借
款
の
再
評
価

と
そ
の
経
緯
」。

（
７
）

M
ary

B
ackus

R
ankin

前
掲E

lite
activism

and
political

transform
ation

in
C
hina

:Zhejiang
Province,

1865

�1911
;

M
in

T
u-ki

N
ational

polity
and

local
pow

er
:the

transform
a-

tion
oflate

im
perial

C
hina

（C
ouncil

on
E
ast

A
sian

Studies,
H
arvard

U
niversity

;H
arverd-Y

enching
Institute

,
D
istrib-

uted
by

H
arvard

U
niversity

Press,1989

）;

王
笛
「
清
末
�
新

政
�
与
挽
回
利
権
」（『
四
川
大
学
学
報
』
総
第
四
一
期
、
一
九
八

四
年
四
月
）、
王
先
明
、
史
春
風
「
紳
士
在
收
回
利
権
運
動
中
的
作

用
」（『
山
西
大
学
学
報
』
総
第
六
六
期
、
一
九
九
四
年
一
一
月
）、

易
恵
莉
「
論
浙
江
士
紳
与
浙
路
廃
約
」（『
近
代
中
国
�
経
済
与
社

会
研
究
、
二
〇
〇
六
年
）、
藤
井
正
夫
「
清
末
江
浙
に
お
け
る
鉄
路

問
題
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
勢
力
の
一
側
面
」（『
歴
史
学
研
究
』
第
一
八

三
号
、
一
九
五
五
年
五
月
）、
堀
川
哲
夫
「
辛
亥
革
命
前
の
利
権
回

収
運
動
」（『
東
洋
史
研
究
』
第
二
一
巻
第
二
号
、
一
九
六
二
年
九

月
）
曽
田
三
郎
「
二
十
世
紀
初
頭
に
お
け
る
中
国
の
鉄
道
資
本

―
鉄
道
利
権
回
収
運
動
と
の
関
連
に
お
い
て
―
」（『
ア
ジ
ア
経

済
』
第
二
〇
巻
第
五
号
、
一
九
七
九
年
五
月
）
等
。

（
８
）

E
-tu

Zen
Sun

前
掲C

hinese
railw

ays
and

B
ritish

inter-
ests,

1898

�1911
;

孔
永
松
、
蔡
佳
伍
「
晩
清
鉄
路
外
債
述
評
」

（『
中
国
社
会
経
済
史
研
究
』
総
第
六
四
期
、
一
九
九
八
年
三
月
）、

馬
陵
合
『
晩
清
外
債
史
研
究
』（
復
旦
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
五

年
）、
�
汝
成
（
依
田
憙
家
訳
）
前
掲
『
帝
国
主
義
と
中
国
の
鉄

道
』
等
。

（
９
）

M
eribeth

E
.
C
am

eron
T
he

reform
m
ovem

ent
in

C
hina,

1898

�1912

（Stanford
U
niversity

Press,
O
xford

U
niversity

Press,1931

）;Lee
en-han

前
掲C

hina’s
quest

for
railw

ay
autonom

y
1904

�191
;

崔
志
海
「
論
清
末
鉄
路
政
策
的
演
変
」

（『
近
代
史
研
究
』
総
第
七
五
期
、
一
九
九
三
年
五
月
）、
尹
鉄
『
晩

清
鉄
路
与
晩
清
社
会
変
遷
研
究
』（
経
済
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
五

年
）、
千
葉
正
史
前
掲
『
近
代
交
通
体
系
と
清
帝
国
の
変
貌
』
等
。

尚
、
以
上
に
挙
げ
た
諸
研
究
は
、
本
稿
が
対
象
と
す
る
時
代
・
地

域
と
関
係
性
の
強
い
も
の
に
絞
っ
て
例
示
し
て
お
り
、
ま
た
研
究

に
よ
っ
て
は
三
つ
の
テ
ー
マ
の
内
複
数
に
亘
っ
て
議
論
し
た
も
の

も
あ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

（
１０
）

Lee
en-han

前
掲C

hina’s
quest

for
railw

ay
autonom

y
1904

�1911
.

（
１１
）

B
ritish

F
oreign

O
ffice

R
ecords

（London
T
he

N
ational

A
rchives

）C
onsular

A
rchives

（FO
228

）;
FO

228
/
2524

Shanghai
N
ingpo

R
ailw

ay
;FO

228/2525
Shanghai

N
ingpo

R
ailw

ay
;
FO

228/2526
ShanghaiN

ingpo
R
ailw

ay.

史

学

第
七
八
巻

第
四
号

二
六
（
四
〇
八
）



（
１２
）
『
日
本
外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
外
務
省
記
録
』1.7.3.15

「
滬

杭
甬
鉄
道
関
係
雑
纂
（
江
干
洪
宸
橋
間
鉄
道
ヲ
含
ム
）」（
全
四
巻
）。

（
１３
）

FO
228/2524

Sir.J.N
.
Jordan

to
F
.O

.,
N
o.365,

A
ug.17,

1908.

（
１４
）
『
申
報
』
一
九
〇
八
年
三
月
一
二
日
「
蘇
浙
両
公
司
致
京
外
各

処
電
」
中
「
電
北
京
代
表
」。

（
１５
）
『
商
�
全
浙
鉄
路
有
限
公
司
報
告
』
第
三
届
〜
第
五
届
（
上
海

商
務
院
書
館
、
光
緒
三
四
年
〜
宣
統
二
年
）。

（
１６
）
墨
悲
編
『
江
浙
鉄
路
風
潮
』
第
一
冊
（
上
海
各
大
書
坊
、
一
九

〇
七
年
）
及
び
同
第
二
冊
（
上
海
各
大
書
坊
、
一
九
〇
七
年
）。

（
１７
）
『
申
報
』
一
九
〇
九
年
一
二
月
一
一
日
「
電
催
湯
寿
潜
到
任
之

原
因
」、『
申
報
』
一
九
〇
九
年
一
二
月
一
四
日
「
	
紳
関
於
湯
寿

潜
要
電
」。

（
１８
）
『
愚
斎
存
稿
』
第
七
三
巻
電
報
五
〇
、
二
〇
葉
、
光
緒
三
四
年

五
月
一
六
日
（
一
九
〇
八
年
六
月
一
四
日
）「
寄
郵
伝
部
」。

（
１９
）
『
申
報
』
一
九
〇
八
年
三
月
一
六
日
「
江
浙
両
公
司
与
郵
伝
部

擬
訂
存
款
章
程
」。

（
２０
）
『
申
報
』
一
九
〇
八
年
三
月
二
六
日
「
滬
杭
甬
総
�
問
題
」。

（
２１
）

FO
228

/
2525

Jardine
,M

atheson
&

C
o
.Ltd

to
F
.O

.,
Feb.2,1909.

（
２２
）

FO
228/2525

Jardine,M
atheson

&
C
o.Ltd

to
J.

O
.
P
.

B
land,M

ar.17,1909.

（
２３
）

FO
228/2525

Jardine,M
atheson

&
C
o.Ltd

to
Sir.

J.
N
.

Jordan,M
ar.22,1909.

（
２４
）

FO
228

/
2525

J.
O
.
P
.
B
land

to
Sir.

J.
N
.
Jordan

,
Feb.24,1909.

自
�
建
設
の
非
効
率
性
の
論
議
は
、‘T

he

C
hekiang

railw
ay.’T

he
N
orth-C

hina
H
erald

N
ov.11,1908.

に
建
設
状
況
の
調
査
報
告
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
で
一
層
活
発
と
な

っ
た
。
更
に
一
二
月
に
は
フ
ォ
ー
ド
に
よ
っ
て
、
一
九
〇
九
年
二

月
に
は
モ
リ
ソ
ン
に
よ
っ
て
調
査
が
行
わ
れ
た
。
い
ず
れ
の
報
告

も
自
�
建
設
の
非
効
率
性
を
説
く
も
の
で
あ
っ
た
。

（
２５
）FO

228
/
2525

Jardine
,M

atheson
&

C
o
.Ltd

to
F
.O

.,
Feb.2,1909.

（
２６
）
多
く
の
記
事
が
存
在
す
る
た
め
、
こ
こ
で
は
代
表
的
な
も
の
を

数
点
紹
介
す
る
に
留
め
る
。『
申
報
』
一
九
〇
九
年
六
月
二
四
日

「
浙
人
電
請
挽
留
浙
路
総
協
理
」、『
申
報
』
一
九
〇
九
年
六
月
二
五

日
「
浙
江
旅
滬
学
会
評
幹
両
部
致
浙
路
公
司
董
事
局
書
（
為
挽
留

湯
劉
総
協
理
事
）」、『
申
報
』
一
九
〇
九
年
六
月
二
九
日
「
汪
大
�

運
動
之
末
策
」、『
申
報
』
一
九
〇
九
年
六
月
三
〇
日
「
浙
京
官
挽

留
湯
劉
総
協
理
電
」、『
民
呼
日
報
一
九
〇
九
年
六
月
二
七
日
「
論

政
府
極
宜
遷
調
汪
大
�
以
挽
浙
民
将
去
之
人
心
」、『
民
呼
日
報
』

一
九
〇
九
年
六
月
二
九
日
「
浙
江
学
会
之
哀
声
」、『
民
呼
日
報
』

一
九
〇
九
年
七
月
一
日
「
試
問
浙
路
総
協
理
」、『
時
報
』
一
九
〇

九
年
六
月
三
〇
日
「
江
蘇
教
育
総
会
談
話
会
続
記
」
中
「
浙
京
官

挽
留
鉄
路
総
理
」、『
時
報
』
一
九
〇
九
年
七
月
一
日
「
浙
江
旅
鄂

同
郷
致
旅
滬
学
会
電
」、『
東
方
雑
誌
』
第
六
巻
第
七
期
記
事
、
宣

統
元
年
六
月
二
五
日
（
一
九
〇
九
年
八
月
一
〇
日
）「
記
浙
路
股
東

年
会
大
会
情
形
」。

一
方
で
、
当
時
江
浙
地
方
有
数
の
知
識
人
で
あ
っ
た
『
南
方

報
』
主
筆
の
汪
康
年
が
自
�
建
設
に
批
判
的
で
あ
っ
た
様
子
も
見

て
取
れ
る
。『
汪
穣
卿
先
生
筆
記
』
第
三
巻
「
雑
記
」
一
葉
、「
明

治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
年
）
八
月
二
五
日
付
上
海
総
領
事
館
事
務

滬
杭
甬
鉄
道
借
款
契
約
の
実
効
性
を
巡
る
イ
ギ
リ
ス
と
地
方
の
関
係

二
七
（
四
〇
九
）



代
理
尾
崎
洵
盛
か
ら
外
務
大
臣
林
董
宛
電
第
三
六
二
号
」
及
び

「
明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
年
）
一
〇
月
一
〇
日
付
上
海
総
領
事
永

瀧
久
吉
か
ら
外
務
大
臣
林
董
宛
機
受
第
六
六
号
」
前
掲
「
滬
杭
甬

鉄
道
関
係
雑
纂
」
所
収
。
以
上
か
ら
、
当
時
の
報
道
の
全
て
が

「
後
期
自
�
建
設
派
」
を
支
持
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
理

解
出
来
る
。

（
２７
）
『
民
呼
日
報
』
一
九
〇
九
年
七
月
二
八
日
「
河
南
之
湯
蟄
仙
」。

（
２８
）
『
申
報
』
一
九
〇
九
年
七
月
一
〇
日
「
蘇
浙
鉄
路
公
司
咨
呈
江

督
浙
撫
文
」。

（
２９
）

FO
228/2525

Jardine,M
atheson

&
C
o.Ltd.

to
J.

O
.
P
.

B
land,M

ar.17,1909.

（
３０
）

FO
228

/
2525

Sir.
J.

N
.
Jordan

to
F
.O

.,
N
o
.236,

A
ug.12,1909.

（
３１
）

FO
228/2525

E
nclosure

of
G
.A

.R
overtson

to,Sir.J.N
.

Jordan
N
o
.19,

D
ec

.15,1909
;
“T

H
E

C
H
E
K
IA

N
G

R
A
IL-

W
A
Y
.”
T
he

N
orth-C

hina
H
erald

,D
ec.2,1910.

（
３２
）

Leonard
K
enneth

Y
oung

前
掲B

ritish
policy

in
C
hina

,
1895

�1902
.

（
３３
）
拙
稿
前
掲
「
光
緒
新
政
期
鉄
道
政
策
に
お
け
る
借
款
の
再
評
価

と
そ
の
経
緯
」。

（
３４
）
『
光
緒
朝
東
華
録
』
光
緒
三
四
年
丙
午
（
一
九
〇
八
年
一
〇
月

一
八
日
）。

（
３５
）
『
湯
寿
潜
档
案
』
七
―
六
、
一
九
一
〇
年
三
月
二
六
日
「
電
関

于
続
籌
接
築
象
山
軍
港
至
滬
杭
甬
線
鉄
路
事
致
浙
江
鉄
路
公
司
的

照
会
」。

（
３６
）
「283.

T
o
V
.
C
hirol

」（T
he

C
orrespondence

of
G
.E

.M
orri-

son
1895-1912

,A
pr.14,1908

）。

（
３７
）
『
海
防
档
』
光
緒
三
四
年
九
月
二
八
日
（
一
九
〇
八
年
一
〇
月

二
二
日
）「
外
務
部
収
英
使
朱
邇
典
照
会
」。

（
３８
）
『
海
防
档
』
光
緒
三
四
年
一
〇
月
二
七
日
（
一
九
〇
八
年
一
一

月
二
〇
日
）「
外
務
部
収
郵
伝
部
文
」、『
海
防
档
』
光
緒
三
四
年
一

一
月
一
〇
日
（
一
九
〇
八
年
一
二
月
三
日
）「
外
務
部
収
英
使
朱
邇

典
照
会
」、『
海
防
档
』
光
緒
三
四
年
一
一
月
二
五
日
（
一
九
〇
八

年
一
二
月
一
八
日
）「
外
務
部
発
英
使
朱
邇
典
照
会
」。

（
３９
）

FO
228

/
2525

Jardine
,M

atheson
&

C
o
.Ltd

to
F
.O

.,
Feb.2,1909.

（
４０
）
総
工
程
師
の
職
務
権
限
の
問
題
が
完
全
に
議
論
の
対
象
で
は
な

く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。『
清
代
外
務
部
中
外
関
係
档
案
史
料
叢

編
―
中
英
関
係
巻
第
一
冊
・
路
砿
実
業
』
に
は
、
こ
の
問
題
に
関

す
る
交
渉
記
録
が
大
量
に
残
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
総
工
程
師

の
職
務
権
限
に
ま
つ
わ
る
問
題
は
不
問
と
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、

そ
れ
よ
り
も
大
き
な
問
題
で
あ
る
契
約
内
容
そ
の
も
の
の
忠
実
な

履
行
を
求
め
る
交
渉
と
併
せ
て
続
け
ら
れ
て
い
た
、
と
考
え
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。

（
４１
）

FO
228/2525

J.O
.P.B

land
to

Sir.J.N
.Jordan,Feb.27,

1909.

（
４２
）

FO
228/2525

E
nclosure8&

10
in

P
.
L.

W
arren

to
Sir.

J.
N
.Jordan,N

o.49,Jun.29,1909.
（
４３
）

FO
228/2526

P.L.W
arren

to
Sir.

J.
N
.
Jordan,

Feb.28,
1910.

（
４４
）

FO
228

/
2525

J.
O
.
P
.
B
land

to
Sir.

J.
N
.
Jordan

,
Feb.24,1909.

史

学

第
七
八
巻

第
四
号

二
八
（
四
一
〇
）



（
４５
）

FO
228/2525

Jardine,M
atheson

&
C
o.Ltd.

to
J.

O
.
P
.

B
land,M

ar.17,1909.
（
４６
）

FO
228/2525

J.O
.P.B

land
to

Sir.J.N
.Jordan,

M
ar.24,

1909.

（
４７
）

FO
228/2526

S.F.M
ayers

to
W
.G

.M
axM

ülle,June.10,
1910.

（
４８
）
『
申
報
』
一
九
〇
九
年
三
月
三
〇
日
「
浙
省
蘇
杭
甬
借
款
准
由

塩


款
内
提
撥
」。

（
４９
）
山
本
修
平
『
支
那
に
於
け
る
鉄
道
利
権
と
列
強
の
政
策
』（
山

本
修
平
、
一
九
一
七
年
）、
渡
辺
惇
「
清
末
に
お
け
る
塩
政
の
中
央

集
権
化
政
策
に
つ
い
て
』（『
中
島
敏
先
生
古
稀
記
念
論
集
』
汲
古

書
院
、
一
九
八
〇
年
）、
岡
本
隆
司
「
清
末
民
国
と
塩
税
」（『
東
洋

史
研
究
』
第
五
八
巻
第
一
号
、
一
九
九
九
年
六
月
）。

（
５０
）
『
東
方
雑
誌
』
第
六
巻
第
九
期
記
事
、
宣
統
元
年
八
月
二
五
日

（
一
九
〇
九
年
一
〇
月
八
日
）「
記
浙
路
公
司
総
理
簡
授
�
�
事
」。

（
５１
）
『
申
報
』
一
九
〇
九
年
八
月
一
八
日
「
専
電
電
八
（
杭
州
）」、

『
申
報
』
一
九
〇
九
年
八
月
三
〇
日
「
浙
路
股
東
研
究
会
記
事
」、

『
申
報
』
一
九
〇
九
年
八
月
三
〇
日
「
浙
路
股
東
沈
孫
官
建
議
」、

『
申
報
』
一
九
〇
九
年
九
月
一
五
日
「
全
浙
保
路
大
会
記
事
」、『
申

報
』
一
九
〇
九
年
九
月
一
七
日
「
浙
路
股
東
電
請
維
持
」、『
申

報
』
一
九
〇
九
年
九
月
二
四
日
「
陸
紳
仍
請
奏
留
湯
総
理
」
等
。

（
５２
）

FO
228/2525

G
.
A
.
R
overtson

to
the

B
ritish

and
C
hi-

nese
C
orporation,Ltd.N

ov.11,1909.

（
５３
）
『
大
清
宣
統
政
紀
』
第
二
四
巻
三
葉
、
宣
統
元
年
一
〇
月
壬
申

（
一
九
〇
九
年
一
一
月
二
八
日
）。

（
５４
）
『
申
報
』
一
九
〇
九
年
一
二
月
一
〇
日
「
浙
路
新
旧
董
事
致
浙

京
官
電
」、『
申
報
』
一
九
〇
九
年
一
二
月
二
六
日
「


波
学
界
挽

留
湯
総
理
電
文
」
等
。

（
５５
）
『
時
報
』
一
九
〇
九
年
一
二
月
二
七
日
「
寸
鉄
」。

（
５６
）
『
申
報
』
一
九
〇
九
年
一
二
月
一
〇
日
「
浙
路
新
旧
董
事
致
浙

京
官
電
」。

（
５７
）

FO
228

/
2525

Jardine
,M

atheson
&

C
o
.Ltd

to
G
.
A
.

R
overtson,Sep.2,1909.

（
５８
）
『
東
方
雑
誌
』
第
六
巻
第
四
期
記
載
一
、
宣
統
元
年
三
月
二
五

日
（
一
九
〇
九
年
五
月
一
四
日
）「
憲
政
篇
」
中
「
郵
伝
部
按
年
籌

備
要
政
清
単
」、『
申
報
』
一
九
一
〇
年
七
月
二
四
日
「
湯
総
理
北

上
力
争
借
款
不
果
」。

（
５９
）
「
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
年
）
六
月
一
日
付
香
港
事
務
代
理

舩
津
辰
一
郎
か
ら
外
務
大
臣
小
村
寿
太
郎
宛
公
第
二
九
号
」
前
掲

「
滬
杭
甬
鉄
道
関
係
雑
纂
」
所
収
。
こ
の
「
東
南
鉄
道
大
計
画
」
は

東
亜
同
文
会
発
行
の
『
支
那
経
済
全
書
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
鉄

道
技
師
の
小
川
資
源
の
浙
江
か
ら
広
東
に
至
る
鉄
道
建
設
予
備
調

査
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
り
、
日
本
の
大
陸
南
部
に
お
け
る
幹
線

鉄
道
の
建
設
計
画
と
酷
似
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
日
本
外
務
省

も
気
づ
い
て
お
り
、
湯
寿
潜
の
動
向
を
注
視
し
て
い
た
。

（
６０
）
「
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
年
）
九
月
六
日
付
杭
州
事
務
代
理

池
部
政
次
か
ら
外
務
大
臣
小
村
寿
太
郎
宛
公
第
一
〇
九
号
」
前
掲

「
滬
杭
甬
鉄
道
関
係
雑
纂
」
所
収
。

（
６１
）FO

228/2525
E
nclosure4

of
P
.
W
arren

to
Sir.

J.
N
.
Jor-

dan,N
o.56,M

ar.24,1909
;

拙
稿
前
掲
「
光
緒
新
政
期
鉄
道
政

策
に
お
け
る
借
款
の
再
評
価
と
そ
の
経
緯
」。

（
６２
）
「
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
年
）
一
〇
月
一
八
日
付
上
海
総
領

滬
杭
甬
鉄
道
借
款
契
約
の
実
効
性
を
巡
る
イ
ギ
リ
ス
と
地
方
の
関
係

二
九
（
四
一
一
）



事
有
吉
明
か
ら
外
務
大
臣
小
村
寿
太
郎
宛
公
第
三
九
四
号
」
前
掲

「
滬
杭
甬
鉄
道
関
係
雑
纂
」
所
収
。

（
６３
）
『
申
報
』
一
九
〇
九
年
九
月
一
五
日
「
全
浙
保
路
大
会
記
事
」。

（
６４
）
『
申
報
』
一
九
〇
九
年
七
月
一
七
日
「
浙
路
第
四
次
股
東
会
概

略
」。
た
だ
し
、
上
海
商
務
総
会
系
の
地
方
有
力
者
以
外
に
あ
く
ま

で
湯
寿
潜
に
対
立
し
た
公
司
関
係
者
が
少
数
で
は
あ
る
が
残
存
し

て
い
た
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。『
申
報
』
一
九
一
〇
年
一
月
一
日

「
浙
江
潮
」。

（
６５
）
『
申
報
』
一
九
一
〇
年
二
月
二
八
日
「
浙
路
股
東
擬
聯
請
収
回

	
学
成
命
」。

（
６６
）

FO
228/2525

Sir.
J.

N
.
Jordan

to
F
.O

.,
N
o.455,

D
ec.7,

1909.

（
６７
）
「
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
年
）
八
月
二
六
日
付
上
海
総
領
事

有
吉
明
か
ら
外
務
大
臣
小
村
寿
太
郎
宛
公
第
三
〇
九
号
」
前
掲

「
滬
杭
甬
鉄
道
関
係
雑
纂
」
所
収
。

（
６８
）
『
大
清
宣
統
政
紀
』
第
三
九
巻
八
葉
、
宣
統
二
年
七
月
庚
申

（
一
九
一
〇
年
八
月
二
三
日
）、『
中
国
近
代
鉄
路
史
資
料
』
第
二
冊

八
八
九
頁
、
宣
統
三
年
二
月
二
二
日
（
一
九
一
一
年
三
月
二
二

日
）「
盛
宣
懐
致
外
務
部
擬
滬
杭
甬
問
題
善
後
策
」。

（
６９
）

‘T
A
N
G

SH
O
U
-C
H
IE
N
’S

D
ISM

ISSA
L.’T

he
N
orth-C

hina
H
erald

,Sept.2,1910.

（
７０
）
『
湯
寿
潜
档
案
』
九
―
五
、
一
九
一
〇
年
一
二
月
五
日
「
農
工

商
部
為
郵
伝
部
声
明
鉄
路
公
司
不
得
遵
用
公
司
商
律
而
引
起
浙
省

人
民
不
満
事
的
批
票
」。

（
７１
）

FO
228/2526

S.F.M
ayers

to
B
ritish

&
C
hinese

C
orpo-

ration
Ltd,N

o.4,A
pr.13,1910.

（
７２
）
『
申
報
』
一
九
〇
九
年
七
月
一
三
日
「
清
談
浙
路
与
蘇
路
」。

（
７３
）

FO
228/2526

Sir.
J.

N
.
Jordan

to
F
.O

.,
N
o.365,

O
ct.17,

1910.

（
７４
）
『
海
防
档
』
宣
統
二
年
六
月
八
日
（
一
九
一
〇
年
七
月
一
四

日
）「
外
務
部
発
郵
伝
部
信
」。

（
７５
）
『
海
防
档
』
宣
統
二
年
一
〇
月
二
日
（
一
九
一
〇
年
一
一
月
三

日
）「
外
務
部
収
郵
伝
部
文
」。

（
７６
）

FO
228/2525

Inclosure
in

F
.
A
.
C
am

pbell
to

Sir.
J.

N
.

Jordan,N
o.355,N

ov.27,1909.

（
７７
）
千
葉
正
史
前
掲
『
近
代
交
通
体
系
と
清
帝
国
の
変
貌
』
及
び
拙

稿
前
掲
「
光
緒
新
政
期
鉄
道
政
策
に
お
け
る
借
款
の
再
評
価
と
そ

の
経
緯
」。

史

学

第
七
八
巻

第
四
号

三
〇
（
四
一
二
）


